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(
日)

琉
球
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
は
小
葉
山
淳
『
中
世
南
島
通
交
貿
易
史
の
研
究』
(
初
版一
九
三
九
年、
増
補
版一
九
六
八
年、

万
江
脅
院)、
東
岡山
納
完
惇
『
裂
明
期
の
海
外
交
通
史』
(一
九
四一
年)、
安
男
延
『
沖
縄
海
洋
発
展
史』
(
初
版一
九
四一

年、
復
刻
版一
九
六
七
年、
琉
球
文
教
凶ふ
さ、
田
中
位
夫
『
中
世
対
外
関
係
史』
(
東
京
大
学
出
版
会、
一
九
七
五
年)
な

ど
の
す
ぐ
れ
た
成
果
が
あ
り、
日以
近
で
は
十共
栄
平
一房
昭
ご
五
・
一
六
世
紀
に
お
け
る
琉
球
H
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
睦
史
的

位
置」
(『
琉
大
史
学』
引
二一
号、
一
九
八一
年)、
同
「
琉
球
日
京
市
ア
ジ
ア
ロ
劫
の
民
間
と
華
僑
社
会」
(『
九
州
史
学』

第
七
六
号、
一
九
八
三
年)
な
ど
の
新
し
い
成
以
が
交
場
し
て
い
る。
な
お、
机
裂
に
つ
い
て
は
拙
著
『
琉
球
の
時
代』
第

三
官
を
参
照。

(
ロ)
『
地
域
と
文
化』
第
二ニ・
一
四
合
併
号、
一
九
八
二
年。

(
日)

同
右
第一
九日守、
一
九
八
三
年。

(
M)

以
下
に
述
べ
る
古
琉
球
研
究
の
潮
流
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
古
琉
球
研
究
の
方
法

||
自
分
へ
の
メ
モ
ワ
l
ル」
(『
地
域
と

文
化』
第
二
五
号、
一
九
八
四
年)
を
参
照。

古琉球とその概念第一

第

辞
令
書
と
琉
球
王
国

辞
令
書
の
変
遷
と
そ
の
意
味

1 

辞
令
書
の
構
成
要
件
と
研
究
史

辞令古の変遷とその意味

辞
令
書
(
辞
令
あ
る
い
は
辞
令
文
書)

は
今
日
の
社
会
に
お
い
て
も
広
く
用
い
ら
れ
る
公
的
な
任
職
文
書
で
あ
る
が、

こ
こ
で
こ
の
公
文
書
の
も
つ
一

般
的
な
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

辞
令
書
に
は
少
な
く
と
も
四
つ
の
構
成
要
件
が
必
要
で
あ
ろ
う。

そ
れ
は、
「
い
つ
」
「
誰
の
名
に
お
い
て
」
「
誰
に
」

「
何
を
賜
う
か
」

と
い
う
要
件
で
あ
る
。

文
書
の
時
制
的
効
力
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
「
い
つ
」

を
発
給
年
月
日、

39 

文
書
の
も
つ

効
力
を
保
障
す
る
た
め
に
明
記
さ
れ
る
「
誰
の
名
に
お
い
て
」

を
発
給
者、

発
給
者
か
ら
文
書
に
よ
っ
て

指
示
さ
れ
た
事
項
を
受
け
る
「
誰
に
」

を
受
給
者、

そ
し
て
文
書
に
お
い
て
指
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
事
項
で
あ
る
「
何

を
問
う
か
」

を
給
与
内
容
と
称
す
る
と、

辞
令
書
と
は
、

発
給
年
月
日、

発
給
者、

受
給
者、

給
与
内
容
の
四
つ
を
基



木
的
な
構
成
要
件
と
し
て
成
立
す
る
公
文
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る。

そ
の
場
合、

辞
令
書
に
直
接
記
載
さ
れ
る

40 

こ
と
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
が、

発
給
者
と
受
給
者
と
の
問
に
は、

個
人
的
な
関
係
で
は
な
く
特
定
組
織
内
の
社
会
的

辞令ぜ?と琉球王問

関
係
が
存
在
す
る
こ
と、

発
給
者
は
給
与
内
容
を
受
給
者
に
対
し
て
保
障
し
う
る
権
能
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と、

受
給
者
は
給
与
内
容
を
自
由
に
変
更
し
う
る
立
場
に
な
い
こ
と、

し
た
が
っ
て、

発
給
者
と
受
給
者
と
の
関

係
は
特
定
組
織
内
に
お
け
る
上
下
関
係
を
含
む
こ
と、

な
ど
の
点
が
一

般
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一

般

化
し
て
考
え
て
み
る
と、

辞
令
書
は、

あ
る
特
定
の
組
織
内
の
諸
関
係
を
反
映
す
る
公
文
書
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

第二

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に、

そ
の
文
面
に
記
述
さ
れ
た
内
容、

つ
ま
り
前
述
の
四
つ
の
構
成
要
件
は
い
う

ま
で
も
な
く、

記
述
さ
れ
ざ
る
と
こ
ろ
の
辞
令
書
が
前
提
と
す
る
新
状
況
を
も
含
め
て
検
討
す
る
な
ら
ば、

当
該
組
織

の
特
質
を
さ
ぐ
る
貴
重
な
手
が
か
り
を
秘
め
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実
は、

古
琉
球
か
ら
近
世
琉
球
に
か
け
て
存
続
し
た
琉
球
王
国
に
お
い
て、

辞
令
書
が
重
要
な
怠
味
を
市
ぴ
て
用
い

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る。

琉
球
王
国
に
お
け
る
辞
令
書
の
多
彩
な
活
用
状
況
は
筆
者
の
知
る
限
り
日
本
史
・

開
界
史
レ

ベ
ル
で
見
て
も
異
彩
を
放
っ
て
お
り、

琉
球
王
国
の
特
質
を
み
ご
と
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る。

し

た
が
っ
て、

辞
令
井
を
素
材
と
し
て
王
国
組
織
の
内
而
を
捉
え
る
こ
と
が
琉
球
史
研
究
の
基
本
的
な
課
題
の
一

つ
と
し

て
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が、

研
究
史
を
同
一服
す
る
時、

琉
球
王
国
に
お
け
る
辞
令
書
の
問
題
は
そ
れ
相
応
の
評

価
を
与
え
ら
れ
て
は
こ
ず、

研
究
成
果
も
ま
た
き
わ
め
て
之
し
い
ま
ま
に
推
移
し
て
き
た
と
の
感
を
否
め
な
い
。

研
究
史
の
中
か
ら
日
に
つ
く
成
果
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば、

わ
ず
か
に
伊
波
枠
猷
・

宮
阜一
栄
輝
・

仲
原
菩
忠
・

渡
口
真

百f令�Tの変l!lとその古味

清
・

山
田
尚
二
ら
に
よ
っ
て
苦
か
れ
た
辞
令
書
に
関
す
る
論
文
で
あ
ろ
う
と
思
う。

伊
波
旭川
猷
は
「
古
琉
球
の
『
ひ
き

制
度」

に
つ
い
て
」
(一
九
三
五
年)

や
「
庫
邦.
に
つ
い
て
」
(
一
九
四
O
年)

の
中
で、

辞
令
書
中
に
登
場
す
る
ヒ
キ
お

よ
び
障
理
の
用
語
に
つ
い
て
初
の
本
格
的
な
検
討
を
加
え
て
い
る。

宮
里
栄
輝
は
「
琉
球
古
来
の
土
地
反
別
法」
(
一

九
三
七
年)

を
発
表
し、

そ
の
中
で
辞
令
令
中
に
登
場
す
る
カ
リ
ヤ
・
マ
シ
制、

ヌ
キ
・

オ
ホ
ソ
制
で
表
示
さ
れ
る

琉

(
4
)
 

球
独
特
の
丈
量
制
H
「
土
地
反
別
法」

に
本
格
的
な
論
究
を
加
え
た。

仲
原
善
忠
は
「
田
名
文
書
に
お
ど
ろ
く
」
(
一

(
5
)
 

九
五
七
年)、
「
田
名
文
書
試
解」
(一
九
六
四
年)

を
書
き、

麻
姓
田
名
家
に
伝
わ
る
辞
令
脊
群
H
田
名
家
文
書
の
史
料
的

(
7
)
 

価
値
を
力
説
し
た。

渡
口
真
清
は
「
回
名
文
書
と
そ
の
周
辺
」
(一
九
五
九
年)、

「
位
階
称
号
と
筋
目
」

を
書
き、

そ
の

(
8
)
 

中
で
辞
令
書
に
関
す
る
若
干
の
解
釈
を
加
え
た。

そ
し
て
山
田
尚
二
は
「
中
世
ノ
ロ
文
書
の

紹
介」
(一
九
六
七
年)、

「
奄
美
の
古
文
書」
(一
九
七
一
年)

を
書
き、

奄
美
地
域
の
辞
令
書
に
関
す
る
初
の
本
格
的
な
紹
介
・

検
討
を
お
こ
な
っ

て
い
る。

こ
れ
ら
先
学
た
ち
の
研
究
は、

等
閑
視
さ
れ
て
き
た
辞
令
書
に
着
目
し、

そ
の
史
料
的
意
義
に
具
体
的
な
論

究
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て、

辞
令
書
研
究
を、

琉
球
史
研
究
の
課
題
に
ま
で
押
し
上
げ
た
と
い
う
点
で
研
究
史
に
残

る
貴
重
な
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う。

と
く
に、

伊
波
「
古
琉
球
の
『
ひ
き
制
度
』

に
つ
い
て
」、

宮

旦
「
琉
球
古
来
の
土
地
反
別
法」、

山
田
「
中
世
ノ
ロ
文
書
の
紹
介」

の
三
本
は
辞
令
害
研
究
史
に
ひ
と
き
わ
輝
く
大

き
な
仕
事
で
あ
っ
た。

41 

一

九
七
0
年
代
以
後
の
辞
令
書
研
究
の
新
た
な
動
向
は、

右
の
研
究
成
果
を
継
承
し、

そ
の
う
え
で
こ
れ
を
批
判
的

に
総
括
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た。

批
判
の
ポ
イ
γ
ト
は
三
つ
あ
り、

一
つ
は
先
学
た
ち
の
研
究
が
琉
球
辞
令
舎
の



全
体
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
論
議
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

こ

と
(
た
と
え
ば、

伊
波
・

宮
里
・

仲
原
・

渡
口
の
研
究
で
は

42 

奄
美
地
域
の
辞
令
官一日
が
念
頭
に
な
く、

逆
に
山
田
の
研
究
で
は
沖
縄
・

先
島
両
地
域
の
辞
令
書
が
基
本
的
に
カ
ウ
ン
ト
に

入
っ

て
い

辞令書と琉球王悶

な
い
て

二
つ
日
は
辞
令
書
の
成
立
す

る
構
成
要
件
を
含
め

て
こ
れ

を
構
造
的
に

分
析
す

る
視
点
や
方
法
を
も
た
な
か

っ

た

こ

と

、

三
つ
日
は
上
記
二
点
か

ら
い
え
る
こ
と
で
あ

る
が
、

結
局
の
と
こ
ろ
辞
令
書
の
も

つ

史
料
的
意
義
を
深
い
レ

ベ

ル

に

お

い

て

位

置

づ

け

ら

れ

な

か

っ

た

こ

と

で

あ

る

。

一

言
で
い
う
な
ら
ば、

辞
令
書
の
全
体
状
況
の
把
握、

お
よ

び
そ

の
総
体
と

し
て
の
史
料
的
価
値
を

見
出
す

ほ

ど
の
段
階
に

達
し
え
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

第二

2 

研

究
の
新
し
い

動
向
と

特
徴

昨
令
書
研

究
の
新
た
な
段
階
を

切
り

拓
い
た
の
は、

沖
縄
大
学
に

府
を

置
い

て
琉
球

史
研

究

の
集
中

的
な
検
討
を
お

こ
な
っ

て
い
た
安
良
城
盛
昭
で
あ
っ

た
。

安
良
城
は
一

九
七
六
年
九
月
十

七
日
、

伊
波
普
飲
生
誕
百
年
記
念
事
業
の
一

環

と

し

て

開

催

さ

れ

た

講

演

会

で

「

沖

縄

史

研

究

の

諮

問

題

」

と

題

し

て

講

演

し

、

そ

の

中

で

近

世

琉

球

の

石

高

を

め

ぐ
る

問
題、

近

代
沖

縄
の
「
問
慣
温
存
」

期
の
問
題
と
と
も
に
、

古
琉

球

に
お

け

る
辞
令
書
の
問
題
を

と
り
あ

げ
、

そ

の
史

料
的
価
値
に

つ
い
て
注
目
す

べ
き

問
題
を

投
げ
か

け

た
。

安
良
城
は、

古
琉
球
研

究

の
同
時
代
史
料
と
し
て
『
お

も
ろ
さ
う
し
』
、

冊
封
使
録
や
「
李
朝
実
録
』

な
ど
の

外
国

史
料、

そ
れ
に
「
原
代
宝
来
』

の
三
タ
イ
プ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
に
辞
令
書
お
よ
び
碑
文
の
も
つ

価

値
を

明
確
に

つ
け

加
え
る
べ
き
だ
と
力
説
し、

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
「
辞
令
書
が
、

古
琉
球

研

究
の
た
め
の
第
一

級
の
史
料
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
は、

そ
れ
ほ
ど
価
値
の
あ
る
も
の
と
は
」

認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
と
批
判
し
た。

そ
し
て、

ノ
ロ
が
生
泥
独
身
だ
っ
た
と
い
う
説
が
何
ら
根
拠
の
な
い

謬
見
で
あ
る
点
を
辞
令
書
が
明
確
に
教
え
る
こ
と、

辞
令
書
に
登
場
す
る
丈
量
単
位
は
「
度
量
衡
と
階
級
閣
係
と
い
う
大
変
大
き
な
普
遍
史
的
な
問
題
を
解
い
て
ゆ
く
手
掛

か

り

」

を

秘

め

て

い

る

こ

と

、

十

七

世

紀

後

半

に

向

象

賢

に

よ

っ

て

主

旧

さ

れ

た

日

山

同

机

論

の

前

提

と

な

る

状

況

を

辞
令
許
の
表
記
形
式
が
示
唆
し
て
い
る
こ
と、

な
ど
の
具
体
的
な
例
証
を
示
し
つ
つ
、

辞
令
市一日
研
究
の
必
要
を
説
い
た

の
で
あ
っ

た
。

辞令苫の変遷とその意味

安

良

城

の

右

の

辞

令

市川

に

対

す

る

捉
J
一

一

円

は

、

氏

の

砕

令

唯一

日

理

解

の

ほ

ん

の

総

括

的

所

見

を

示

す

に

す

ぎ

な

か

っ

た

こ

と

が

そ

の

後

の

研

究

活

動

に

よ

っ

て

明

ら

か

に

さ

れ

て

ゆ

く

。

津

竪

白仰

の

地

別

制

度

遺

構

の

実

地

調

究

に

も

と

づ

く

論

(
日)

文
「
地
別
制
度
の
遺
構
と
し
て
の
津
川
島
の
灼
間
担
州
地
形
態
」
(
一

九
七
七
年)、

波
口
真
消
の
旦
主
所
理

解
に

痛

烈

な
批
判
を
加
え
た
論
文
「
古
琉
球
の
「
さ
と
ね
し
と
に
叫ん
』
」
(
一

九
七
八
年)

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

安
良
一城
は

辞
令
許
の
吟
味
を
通
じ

て

、

+口
琉
球
に

お
け

る

土
地
制

度

の

基
本
的
状
況

お

よ
び
そ
れ
に

か

か

わ
る
地

割
制
度
の
起
源

に

つ

い

て

明

快

な

展

望

を

提

示

し

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

ま

で

の

研

究

に

お

い

て

、

不

分

明

と

さ

れ

て

き

た

古

琉

球

の

土

地
制
度
や
地
割
制

度
の
起
、源
の
問
題
に
対
し、

辞
令
市一什
が
史
料
と
し
て
い
か
に

有
効
で
あ
る
か

を
具
体
的

に

開
示

す

る

と

と

も

に

、

同

時

に

ま

た

、

辞

令

令官

を

通

じ

て

い

か

な

る

歴

史

状

況

が

展

望

で

き

る

か

を

具

体

的

に

描

い

て

み

せ

た

と

)

ろ

に

、

安
良
城
の
仕
事
の
真
骨
頂
が
あ
っ

た
。

さ
ら
に

安
此
城
は
、

奄
美
地

域
か
ら
先
山
地
域
に

お
よ
ぶ
琉
球
全
域

43 

上
江
洲
敏
夫
を
ま

と
め
役
と
す

る
古
文
書
調
査
団
の
活
動
と
も

提
携
し
て、

辞
令

の
辞
令
丹
調
査
を
企
画
・

指
導
し、
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書
研
究に
画
期を
な
す
報
告
「
辞
令
書
等
古
文
力
調
究
報化山
部

(一
九七九年)
を
生む
力に
も
なっ
たの
で
あっ
た。

こ
の
よ
うに、
安
良
城は
辞
令
書
研
究に
新
時
代を
画
する
問題
を
提
示し
て
研
究
状
況の
刷
新を
凶っ
たの
で
あ

辞令曹と琉球王国

る
が、
その
提
案・
成
果に
学びつ
つ
筆
者も
辞
令
井
研
究に
取り
組む
よ
うに
な
り、
若
干の
仕
事をこ
れ
ま
で
発

表し
て
き
た。
「
古
琉
球
辞
令
市Uの
形
式につ
い
叩」
(一
九七八
年)
に
おい
て
確
認で
き
る
全
辞
令
丹を
も
とに
形
式

的
な
分
類を
お
こ
ない、
形
式
上の
異
同が
生
ずる
理
由・
背
景を
考え
て
み
た。
「
古
琉
球
的
耕
地
沢一
分の
札
制」

(一
九八二
年)
で
は
近
世の
耕
地
民
分の
基
形が
古
琉
球に
お
い
て
す
でに
成
立し
てい
たこ
と
を
辞
令
丹に
基づ
い

て
検
討し、
「
多
良
川
島の
辞
令
許と
その
背
景
!
妥
社
会に
お
け
る
近
世
的
転
換の一
副」(一
九八六年)
に
お

い
て
は
昨
令
書の
変
進
出入の
渦
中に
な
湯
する
過
渡
期
静
令
書の
問
題を
論じ
て
みた。
ま
た、
「
琉
球主
同
に
お
け

(
げ)

る
王
府
制
伎の
特
質
ll
m
令
内に
見るヒ
キ
と
店
周に
関
する
党
計」
(一
九八七年)
で
は、
辞
令
丹に
よっ
て
古

第二

琉
球に
お
け
る
王
同
内
部の
制
度
的
訪
状
況(とくにヒキと咋刊について)
をい
かに
展
望
で
き
る
か
試
論
的に

提
示し
て
み
た。

安
此
城
盛
昭の
問
題
提
起
以
後、
た
し
かに
ま
だ
不
十
分な
点
も
多々
存
在
する
もの
の、
辞
令
芹は
琉
球
史
研
究

の
有
力な
史
料と
し
て
再
認
識さ
れ、
ま
た、
辞
令
市刊をめ
ぐ
る
論
議につ
い
て
も
辞
令
拝の
全
体
状
況の
把握の
う

えに
立っ
て
お
こ
な
わ
れ
るべ
きこ
と
が
門
明の
理と
な
りつ
つ
あ
り、
さ
らに
ま
た、
辞
令
書
文
而の
解
釈の
み
で

な
く
その
成
立
根
拠を
も
含め
て
椛
造
的に
検
討する
視
点が
必
要で
あ
る
点が
了
解さ
れつ
つ
あ
る。
こ
う
し
た
新

しい
研
究
動
向に
おい
て
は、
琉
球
王
悶
史の
展
開に
即し
て
辞
令
存を
どの
よ
うに
位
置づ
け
評
価で
き
る
か
と
い

う
問
題と、
辞
令
書に
反
映さ
れ
る
諸
状
況
を
通じ
て
琉
球
王
国
内
部を
どの
よ
うに
捉え
る
か
とい
う
問題と
を
統

一
的に
理
解し、
こ
の
二つ
の
課題に
向っ
て
辞
令
書の
史
料
的
可
能
性を
どこ
ま
で
活か
し
き
れ
る
か
が
基
本
的
な

目
標と
な
り
は
じ
め
たの
で
ある。

3 

辞
令
来日と
その
形
式

琉
球
主
国
時
代に
発給され
た
全
辞
令
書を
総
称し
て
「
琉
球
辞
令
書」
と
命
名すると、
琉
球
辞
令市一けは
形
式
上

三つ
の
タ
イ
プ
に
医
別で
き
る
こ
と
が
す
でに
明ら
か
と
なっ
てい
る。
「
古
琉
球
辞
令
害」
「
過
渡
期
辞
令
書」
「
近

世
琉
球
辞
令
占」
の
三つ
が
そ
れ
で
あ
る
が、
何は
と
も
あ
れ、
そ
れ
ら
三タ
イプ
の
辞
令
軒の
代
表
的
な
例を
左に

辞令書の変遷とその意味

紹
介し
て
み
よ
う。

(
出)

肘
波
山川
船タ
カ
ラ
丸
官A掛け
職
叙
任
辞
令
書(一
五二三
年)

し
よ
りの
御ミ
事

回

た
うへ
まい
る

た
か
ら
丸が
くわに
し
や
わ

せい
や
り
とミ
が
ひ
きの

一
人し
ほ
た
る
もい
て
こ
ぐに

45 

回

た
ま
わ
り
巾
候
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し
よ
り
よ
り
し
ほ
た
る
も
い
て
こ
ぐ
の
方
へ

ま
い
る

部
靖二
年八
月
廿六
日

川刊
尺
政
ノ
ロ

職
叙
任
辞
令
書

三

六
二
五
年)

行
旦
の
御
ミ
郡岬

回
は
ね
じ
ま
ぎ
り
の

店
が
の
ろ
ハ

も
と
の
の
ろ
の
う
ま
が

回

一

人
お
と
う
に

た
ま
わ
り
巾
候

(
天)口

円
五
年
同
月
竹
口

(
却)

肋八
市一
山
日
符
山岳山
職
叙
任
辞
令
書(一
七七五
年)

計
旦
之
御
前

回
八
章一
山
鳥
羽
常
良

大
打
民
大
尺
子
者

長
栄
氏
桃
原
与
人

回
十μ
般
衿
之



乾
隆
四
十
年
乙
未
九
月
廿
六
日

48 

せ
い
や
り
と
み

て

こ
.
く

的
は
現
存
す
る
最
古
の
辞
令
丹
で、
渡
円
船
タ
カ
ラ
丸
の
官
舎
職
に
勢
泣
富
ヒ
キ
の
シ
ホ
タ
ル
モ
イ
文
子
を
任
じ
た

も
の、
的
は
羽
地
問
切
の
足
我
ノ
ロ
職
に
元
の
ノ
ロ
の
孫
(「
う
ま
が」
は
琉
球
方
言
で
孫
の
意)
オ
ト
ウ
を
任
じ
た
も
の、

ゅ
ん
ち
ゅ

例
は
八
重
山
島
の
宮
良
頭
職
(
そ
の
称
号
を
宮
良
大
肯
旦
大
垣
子
と
い
う)
に
長
栄
氏
の
桃
原
与
人
を
任
じ
た
も
の
で
あ
る9

右
の
例
示
歩二
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に、
同
じ
く
琉
球
辞
令
書
と
は
い
っ
て
も、
例
l
切
の
問
に
は
表
記
上
明
瞭

辞令書と琉球王国

な
具
同
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
ま
ず
三
者
に
共
通
す
る
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば、
辞
令
書
の
口
頭
が
首
里
の
御
訊
で
始

第二

ま
る
こ
と、
朱
方
印
「
許
旦
之
印」
が
上
部
左
右
に
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と、
年
号
に
中
国
元
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と、
な
ど
の
点
が
確
認
で
き
る。
三
者
が
相
違
す
る
点
は、
ま
ず
第一
に、
肘、
的
が
ほ
ぼ
完
全
な
平
仮
名
表
記
で

あ
る
の
に
対
し
て
例
は
完
全
な
漢
字
表
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う。

第
二
に、
的、
制
に
は
受
給
者
の
限
定
句
で
あ
る
ご
人」
が
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
例
で
は
欠
け
て
い
る
こ
と、

例
に
は
「
し
よ
り
よ
り
し
ほ
た
る
も
い
て
こ
ぐ
の
方
へ
ま
い
る」
と
い
っ
た
文
句
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
料、
例
で
は

(
れ
)

完
全
に
欠
落
し
て
い
る
こ
と、
開、
制
で
は
年
号
表
示
に
干
支
が
登
場
し
な
い
の
に
対
し
例
で
は
登
場
し
て
い
る
こ
と、

な
ど
の
相
違
点
に
気
づ
く。
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
と
思
う
が、
併
が
古
琉
球
辞
令
書、
例
が
過
渡
期
辞
令
書、
例
が

近
世
琉
球
辞
令
軒
で
あ
り、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に、
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
共
通
点・
相
違
点
を
含
み
つ
つ、
形
式
上
相

互
に
灰一
別
さ
れ
る
べ
き
特
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。

注
目
さ
れ
る
の
は、
右
三
タ
イ
プ
の
辞
令
書
は、
あ
る
特
定
の
時
代
に
同
時
併
行
的
に
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の

で
は
な
く
(
し
た
がっ
て、
あ
る
特
定
の
時
代
に
お
け
る
辞
令
存
のパ
リエ
l
シ
ョ
ソ
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
くて

時
系
列
で

見
る
と、
ま
ず
最
初
に
古
琉
球
辞
令
許
が
用
い
ら
れ、
そ
の
次
に
過
渡
期
，M
令
書
が
使
用
さ
れ、
そ
し
て
最
後
に
近
世

琉
球
砕
令
古
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に、
各
辞
令
書
が
明
確
に
時
代
を
異
に
し
な
が
ら
継
起
的
に
つ
な
が
っ
て
い

る
点
で
あ
る。
い
い
か
え
る
と、
も
し
あ
る
辞
令
書
の
年
号
表
記
に
損
欠
が
見
ら
れ
た
と
し
た
場
合、
そ
の
辞
令
古
の

表
記
形
式
に
よ
っ
て
ど
の
タ
イ
プ
の
辞
令
書
に
属
す
か
を
特
定
で
き
る
と
同
時
に、
該
辞
令
書
が
い
か
な
る
時
代
範
凶

を
含
む
か
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
判
明
す
る
こ
と
で
あ
る。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は、
古
琉
球
辞
令
押
と
過
渡
期
辞
令
当

を
区
切
る
画
期
が
万
暦
三
十
七
H
慶
長
十
四
年
三
六
O
九)
に
惹
起
し
た
島
沖
位
入
事
件
で
あ
る
こ
と、
過
渡
期
辞
令

舎
と
近
世
琉
球
辞
令
書
を
区
切
る
年
代
が
琉
球
に
お
け
る
近
世
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た
あ
の
向
象
賢
の
摂
政
就
任
直

辞令11J:の変遷とその意味

後
の
康
照
六
年
(一
六
六
七〉
で
あ
る
こ
と、
ま
た、
近
世
琉
球
辞
令
書
の
終
了
が
琉
球
王
国
の
解
体
を
告
げ
る
琉
球
処

分
期
に
相
当
す
る
こ
と、
だ
ろ
う。
つ
ま
り、
琉
球
辞
令
書
の
継
起
的
変
遷
と
い
っ
た
場
合、
そ
れ
を
医
切
る
画
期
は

い
ず
れ
も
市一
要
な
政
治
的
社
会
的
事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

4 

辞
令
書
を
玄
切
る
論
理
と
年
代

本
苫
の
巻
末
に
付
録
と
し
て
掲
げ
た
「
残
存
古
琉
球
辞
令
書一
覧」
に
示
し
た
よ
う
に、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
古

49 

三
十
七
年
三
六
O
九)
二
月
十一
円
付
発
給
の
名
瀬
間
切
丙
の
里
主
職
ま
任
辞
令

書
で
あ
り、
過
渡
期
辞
令
存
の
最
初
は
同
四
十
年
三
六
二一)
十
二
月
〔
欠〕
日
付
発
給
の
今
帰
仁
間
切
謝
花
錠
職
叙

琉
球
辞
令
hpげ
の
最
後
の
も
の
は
万
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任
辞
令
書
で
あ
る
。

両
者
は
わ
ず
か
に
三
年
ほ
ど
の
歳
月
を
隔
て
る
の
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

形
式
が
古
琉
球

辞
令
書
か
ら
過
渡
期
辞
令
書
へ
と
明
確
に
変
転
し
て
い
る
。

し
か
も
付
録
中
の
過
渡
期
辞
令
書
の
リ
ス
ト
を
見
る
と、

辞令3とffit球王国

奄
美
地
域
か
ら
は
一

点
の
過
渡
期
辞
令
書
も
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
り、

こ
の
地
域
が
過
渡
期
辞
令
持
段
階
以
後
辞
令

市川
問
内
か
ら
い
き
な
り
遠
の
い
て
い
っ
た
事
情
が
推
察
で
き
る
。

以
上
の
状
況
に
加
え
て、

古
琉
球
辞
令
需
の
最
後
で

あ
る
先
の
名
瀬
川
切
西
の
旦
主
職
叙
任
辞
令
書
の
発
給
月
日
が
二
月
十
一

日、

つ
ま
り
島
津
侵
入
事
件
の
直
前
の
時
点

で
あ
る
点
を
考
え
併
わ
せ
る
と、

古
琉
球
辞
令
書
と
過
渡
期
辞
令
書
の
分
岐
点
が
薩
摩
平
に
よ
る
伶
略
事
件
で
あ
っ
た

第二

」
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
段
階
で
確
認
で
き
る
過
渡
期
辞
令
告
の
最
後
は
康
照
二
年
(

二ハ
六
三)

の
読
谷
山
間
切
城
ノ
ロ

職
主
任
辞
令
書、

近
世
琉
球
辞
令
判
中
で
故
初
の
も
の
は
同
十
年
(
一
六
七
一
)

の
儀
問
盟
主
所
給
賜
辞
A
K

初
で
あ
る
か
ら、

両
者
の
問
に

は
八
年
の
削
り
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
八
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
に
泊
波
則
辞
令
書
か
ら
近
世
琉
球
辞
令
書
へ
の

転
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が、

で
は、

そ
の
年
代
は、
ど
の
よ
う
に
し
て
特
定
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
か。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
「
球
陽
』

巻
六、

尚
質
王
二
十
年
(
一
六
六
七)

の
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
次
の
記
事
で
あ
る
。

往
告
の
世、

立
賊
市一
軽
を
論
ぜ
ず、

古
川州
を
授
川附
す
る
に、

則
ち
御
朱
印
を
以
て
す。

今
年
改

定
し
て、

金

奉

行
-

以
間
半
行
・

螺
赤
頭
奉
行
・

勢
頭
・

筑
登
之
・

諸
政
役
人
・

籾
μ
世
役
人
・

問
役
・

店
主
部
・

久
米
村
錠
・

那
制
大
筆
者
・

協
筆
者
・

訪
郡
酋
長
・

錠
・

日
差
・

祝
女
・

三
平
作
事
提
・

太
平
山、

八
重
山
脇
行
里
大
尼
子
・

(
幻)

栄
良
比
等
は、
{
日
職
を
授
く
と
雌
も、

御
朱
印
を
授
け
ず、

高
官
・

市一
職
に
擢
ん
づ
れ
ば、

則
ち
此
の
印
を
賜
ふ
。

右
の
記
事
に
よ
れ
ば、

作
北
口
よ
り
こ
の
年
ま
で
は
賀
賎
軽
前一
を
問
わ
ず
π
職
を
授
け
る
際
に
か
な
ら
ず
御
朱
印
H
辞

令
升
を
発
給
す
る
の
が
引
例
と
な
っ
て
い
た
が、

こ
の
年
よ
り
大
幅
に
改
定
さ
れ
て
金
奉
行
以
下
の
椛
職
・
一
卜
官
の
任

そ
の
者
が
前一
般
・

百
円
に
の
ぼ

職
に
あ
た
っ
て
は
役
職
へ
の
叙
任
は
す
れ
ど
も
辞
令
杵
は
発
給
し
な
い
こ
と
に
な
り、つ

ま
り、

辞
令
44h
の
発
給
範
聞
を

る
時
に
の
み
辞
令
官け
に
よ
る
任
職
を
お
こ
な
う
よ
う
に
変
更
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

辞令書の変遷とその芯味

表II-1 近世琉球辞令書の発給状況

給
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也空!竺
里主所・知行高の下賜(地頭叙任含む) I 32件

按司掛の下賜 | 
三司官職の叙任 | 
問符大nn決の叙任 | 
名品の下問 I 6 

奉行職等の叙任 I 2 

大夫職の叙任 I 2 

顕臓の叙任 I 18 

大阿母職の叙任 I 2 

大出子(夫地問)職の叙任 5 

""" 
'()-内

ト四・
寸

注) n平令書等古文書調査報:I-J古』所出の分に拙

稿「伊江家辞令苔について」の紹介分を加えた

もの。

著
し
く
せ
ば
め
た
の
で
あ
り、

こ
の
こ
と
は
琉
球
辞
令
書
の
歴
史

に
と
っ
て
間
期
的
な
改
訂
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
「
琉
球
国

由
来
記
』

巻
二
の
記
す
記
事、

す
な
わ
ち
御
印
判
日
辞
令
書
は
納

殿
に
て
認
め
て
い
た
が
康
限
六
年
正
月
十
八
日
よ
り
御
右
筆
が
古

(
M)
 

く
よ
う
に
な
っ
た、

と
い
う
の
も
右
の
発
給
範
聞
の
限
定
に
関
連

す
る
措
置
で
あ
っ
た
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。

「
辞
令
書
等
古

文
害
調
査
報
告
書
』

所
哉
の
分
四
九
点
に
伊
江
家
辞
令
書
二
一

点

実
際
に
近
世
琉
球
辞
令
書
に
つ
い
て

見
る
と、

を
加
え
た
都
合
七
O
点
の
発
給
状
況
を
整
理
す
る
と
表
E
l
l
に

示
し
た
通
り
で
あ
る
が、

た
し
か
に
古
琉
球
辞
令
井
・

過
渡
期
辞

令
書
の
段
階
に
比
べ
る
と
任
職
範
聞
に
大
き
な
相
違
点
が
横
た
わ
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っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。

た
と
え
ば、

過
渡
期
辞
令
書
の
時
期
ま
で
発
給
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
ノ
ロ
・

日
差
・

与
人
・

首
里
大
屋
子
な
ど
が
表
E
1
1
に
登
場
し
て
お
ら
ず、
『
球
陽』

の
右
引
用
記
事
が
述
べ
る
よ
う
に、

軽
職
・

下
官
に
対
し
て
は
任
職
は
す
れ
ど
も
辞
令
書
を
発
給
せ
ず、

と
い
う
拘
置
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
事
態

辞令書と琉球王同

を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る。

右
の
よ
う
な
施
策
の
転
換
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
を
考
え
る
時、

康
照
五
年
(
一
ムハ
六
六)

十
一

月
王
国
最
高
の
政
治

ポ
ス
ト
で
あ
る
摂
政
の
地
位
に
就
任
し、

同
十
二
年
(
一
六
七
三)

十
一

月
退
職
す
る
ま
で
の
七
年
間、

古
琉
球
的
原
理

の
否
定
H
近
世
的
原
理
の
確
立
を
目
指
し
た
向
象
賢
の
存
在
が
浮
か
び
上
っ
て
し
列。

辞
令
書
の
発
給
範
間
H
受
給
者

第二

の
限
定
に
よ
っ
て
登
場
す
る
近
世
琉
球
辞
令
書
は、

彼
の
施
策
の
一

環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
改
定
で
あ
る
可
能
性
が

強
い
の
で
あ
る。

そ
の
こ
と
を
立
証
す
る
明
確
な
根
拠
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
が、

た
と
え
ば、

彼
の
施
策
の
骨

子
を
伝
え
る
『
羽
地
仕
置
』

に
「
若
里
之
子
座
之
儀、

当
若
旦
之
子
・

勢
頭
・

筑
登
之
と
申
候
て、

京
旦
之
子
は
筑
登

之
座
敷
よ
り
位
上-一
て
候
処、

下
座
仕
侯
儀、

不
レ
可
レ
然
候
問、

此
節
よ
り、

筑
登
之
た
よ
り
上
座
ニ

刀い
成
候(
軒」

(
原
漢
文〉

と
あ
る
よ
う
に、

向
象
賢
は
王
府
内
に
お
け
る
序
列
と
若
座
の
関
係
が
暖
昧
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
現
況
を

改
訂
し、

明
確
な
基
準
を
設
定
し
よ
う
と
し
て
い
る。

ま
た、
「
普
代
筋
口
之
衆
ハ
、

新
間
切
衆
中
或
ハ

新
参
之
衆、

此
中
同
位
ハ

歳
次
第
座
仕
候
得
共、

此
節
よ
り
相
改、

普
代
筋
口
之
衆
ハ
可
レ
為一一
陸
上一
候。

其
外、

細
工
上
り、

町

上
り、

田
舎
衆
中
i
f
内
上
り
は
歳
次
第
-座
可
レ
仕
候。

附、

諸
人
筋
日
之
儀、

公
儀
一然
と
不二
相
知一
候
問、

各
系
図

仕、

可
ν
被一一
差
出-
俣」
(
原
漢
文)

と
あ
り、

譜
代
筋
目
の
序
列
上
の
優
位
を
力
説
し、

筋
目
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
諸
士
に
対
し
て
系
図
の
作
成
・

提
出
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

身
分
・

役
職
・

位
階
上
の
序
列
を
明
確
に
し

た
う
え
で、

序
列
に
応
じ
た
規
定
を
設
定
し
よ
う
と
図
っ
た
向
象
賢
の
こ
の
施
策
と、

身
分
・

役
職
・

位
階
上
の
序
列

に
関
係
な
く
い
か
な
る
任
職
に
際
し
て
も
辞
令
存
を
発
給
し
て
き
た
過
渡
期
辞
令
詐
段
階
ま
で
の
論
理
と
が
矛
盾
・

対

立
し、

前
者
が
後
者
を
退
け
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に、

過
渡
期
辞
令
書
と
況
世
琉
球
辞
令
店
を
反
切
る
論
理
を
見
出
す
の

で
あ
る。

し
た
が
っ
て、
『
球
陽』

の
い
う
発
給
範
閲
の
限
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
康
照
六
年
(一
六
六
七〉

を
も
っ
て、

そ
の
ま
ま
二
つ
の
辞
令
書
を
区
切
る
年
代
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る。

た
し
か
に、

古
琉
球
か
ら
近
世
琉
球
へ
の
時
代
的
転
換
の
契
機
は
応
津
位
入
事
件
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、

し

辞令，'fの支辺とその立味

か
し
な
が
ら、

古
琉
球
的
原
理
を
近
世
的
原
理
に
組
み
換
え
る
作
業
そ
の
も
の
は
向
象
賢
路
線
段
階
に
お
い
て
木
絡
的

に
実
施
さ
れ
た。

古
琉
球
辞
令
品川い
か
ら
過
渡
期
辞
令
主
へ
の
転
換、

過
渡
期
辞
令
書
か
ら
近
世
琉
球
辞
令
』
へ
の
転
換

と
は、

古
琉
球
か
ら
近
世
琉
球
へ
の
段
断
的
な
転
換
点
に
そ
れ
ぞ
れ
照
応
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5 

辞
令
書
の
変
遷
と
王
国
の
変
遷

周
知
の
よ
う
に、

明
治
五
年
(一
八
七
二)

政
府
は
胞
児
島
県
を
介
し
て
琉
球
の
入
朝
を
促
し、

こ
れ
を
受
け
て
主
府

が
維
新
底
究
使
を
参
朝
さ
せ
た
と
こ
ろ、

同
年
九
月
十
四
日
付
で
維
新
政
府
は
琉
球
王
国
を
「
琉
球
藩」

と
し、

国
王

尚
泰
を
「
琉
球
滞
王」

に
封
じ
草
族
に
列
す
る
旨
の
詔
文
を
下
し
た。

こ
の
「
琉
球
藩」

の
設
置
以
後、

政
府
は
台
湾

53 

出
兵
な
ど
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
琉
球
処
分
を
本
格
的
に
推
進
し、

同
八
年
(
一
八
七
五〉
に
は
松
田
道
之
を
処
分
官
に
任
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じ
て
案
件
を
主
管
さ
せ
た。

松
田
は
い
た
ず
ら
に
難
行
す
る
局
面
に
臨
ん
で、

琉
球
側
の
反
対、

中
国
側
の
抗
議
を
度

外
視
す
る
形
で 、

つ
い
に
警
官
・

軍
隊
を
動
員
し
同
十
二
年
(
一

八
七
九)

琉
球
処
分
を
断
行
し
て
「
沖
縄
県」

を
設
置

仁
認。

こ
の
事
件
に
よ
り
琉
球
王
国
は
最
終
的
に
解
体
し
た
わ
け
だ
が、

そ
の
過
程
に
お
い
て
辞
令
書
も
ま
た
主
国
と

述
命
を
と
も
に
し
た

。

現
存
す
る
近
世
琉
球
辞
令
古
の
最
後
の
も
の
は 、

管
見
で
は
同
治
十
三
年
(
一

八
七
四)

九
月
十

二
日
付
の
尚
氏
伊
江
王
子
朝
直
に
加
増
知
高
二
O
O
石
を
給
賜
し
た
一

枚
で
あ
る

。

同
年
八
月
二
十
九
日
付
の
宮
古
島

平
良
川
切
頭
職
叙
任
の
一

枚
と
前
年
九
月
十
四
日
付
の
美
盟
問
切
伊
波
旦
主
所
給
賜
の
一

枚
も
存
在
す
る
の
で、

同
治

辞令書と琉球王国第二

十
三
H
明
治
七
年
頃
ま
で
は
辞
令
書
発
給
業
務
が
な
お
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
り、

松
田
道
之
の
琉
球
処
分
官
就
任
お

よ
び
彼
を
中
心
に
処
分
作
業
が
本
格
的
に
推
進
さ
れ
る
明
治
八
年
か
ら
処
分
に
至
る
同
十
二
年
ま
で
の
閥 、

い
い
か
え

る
と 、

琉
球
王
国
が
激
し
く
動
揺
し
解
体
し
て
い
く
渦
中
に
お
い
て
辞
令
書
の
歴
史
も
ま
た
終
止
符
が
打
た
れ
た 、

と

推
定
さ
れ
る

。

三
タ
イ
プ
の
辞
令
書
を
区
切
る
そ
れ
ぞ
れ
の
画
期
を
検
討
す
る
と、

琉
球
辞
令
書
の
継
起
的
変
遷
は
王
国
そ
の
も
の

の
変
遷
と
み
ご
と
に
照
応
し
て
お
り、

琉
球
辞
令
書
の
歴
史
が
ま
さ
し
く
琉
球
王
国
の
歴
史
の
不
可
分
の
一

環
を
な
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

次
に

、

琉
球
辞
令
書
の
分
布
状
況
を
見
る
と
〈
付
録
参
照)、

古
琉
球
辞
令
書
は

奄
美
・

沖
縄
・

先
島
の
三
地
域
令
体

に
ま
た
が
っ
て
発
給
さ
れ
た
た
め
こ
れ
ら
三
地
域
に
共
通
に
残
存
す
る
が、

過
渡
期
辞
令
書
・

近
世
琉
球
辞
令
丹
は
沖

縄
・

先
島
両
地
域
に
の
み
限
ら
れ 、

奄
美
地
域
に
は
分
布
し
て
い
な
い

.
こ

の
事
実
は 、

古
琉
球
辞
令
普
段
階
ま
で
は

三
地
域
の
す
べ
て
は
琉
球
王
国
の
版
図
で
あ
り、

過
渡
期
辞
令
書
段
階
以
後
奄
美
地
域
が
王
国
の
版
図
よ
り
分
割
さ
れ

院
摩
藩
の
広
帖
領
に
な
っ
た、

と
い
う
同
知
の
事
実
に
照
合
し
て
い
る
の
で
あ
る

。

古
琉
球
辞
令
書
・

過
波
期
辞
令
引い
が
琉
球
内
の
各
島
帆
に
比
較
的
よ
く
分
布
し
て
い
る
の
に
対
し、

近
世
琉
球
辞
令

み
ひ
ら

舎
は
沖
縄
島
で
は
町
方
(
首
里
三
平
等、

那
覇、

久
米
村、

泊
村
な
ど
諸
土
・

門
閥
の
集
住
し
た
都
市
部
の
こ
と)、

先
島
地

域

で
は
諾
士
の
集
住
地
で
あ
っ

た
平
良
三
箇
・

石
町
四
簡
な
ど
に
分
布
が
偏
っ
て
い
る
点
に
も
注
目
す
べ

き
で
あ
る

。

た

と
え
ば、

過
渡
期
辞
令
書
は
宮
古
の
多
良
間
島
に
四
点、

今
帰
仁
間
切
に
二
点、

羽
地
間
切
に
二
点、

読
谷
山
間
切
に

一

点 、

中
城
間
切
に
二
点 、

渡
名
喜
島
に
二
点
そ
れ
ぞ
れ
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
(
付
録
参
照) 、

し
か
し 、

こ
れ

ら
の
地
方
・

島
艇
か
ら
同
様
に
近
世
琉
球
辞
令
書
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る

。

重
職
・

高
官
の
任

辞令J::の変遷とその意味

職
に
際
し
て
の
み
辞
令
書
を
発
給
し、

軽
職
・

下
官
の
任
職
に
対
し
て
は
任
職
は
す
れ
ど
も
辞
令
書
は
発
給
せ
ず、

と

い
う
近
世
琉
球
辞
令
書
の
論
理
が
受
給
者
の
範
囲
を
著
し
く
せ
ば
め
て
し
ま
っ

た
結
果
の
反
映
を 、

そ
こ
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
よ
う。

辞
令
書
発
給
の
範
囲
を
限
定
し
た
近
世
琉
球
辞
令
書
段
階
の
論
理
は
ま
た、

古
琉
球
辞
令
書
・

過
渡
期
辞
令
書
段
階

5S 

に
比
べ

て
辞
令
古
そ
の
も
の
の
帯
び
る
価
値
を
著
し
く

形
式
化 、

低
下
さ
せ
る
結
果
を
招
き 、

こ
れ
に
か
わ
る
日
入
居

編
成
の
あ
ら
た
な
論
理 、

す
な
わ
ち
系
図
家
譜
に
基
づ
く

身
分
制
を
前
提
と
す
る
組
織
化
の
論
理
を
浮
上
さ
せ
る
こ
と

(
辺)

に
な
っ

た
。

辞
令
丹
的
編
成
か
ら
系
図
的
編
成
へ

、

と
も
称
す
べ

き
王
凶
に
お
け
る
官
人
層
制
成
の
質
的
転
換
に
述
閃

し
て 、

近
刊
琉
球
辞
令
書
は
登
場
し
て
い
る

。

た
と
え
ば

、

多
良
間
島
に
残
る
四
点
の
過
渡
期
辞
令
守
(
付
録
E
|
6・
m-
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申ん
ち
ゆ

み
ん
な

u
・
日)

は
、

多
良
間
島
統
治
の

要
職
で

あ
っ
た
多
良
間
首
豆
大
屋
子、

仲
筋
与
人、

仲
筋
目
差、

水
納
目
差、

イ
ル

イ
筋
日
差
の
各
職
に
同
島
出
口
の
有
力
者
を
任
じ
て
き
た
古
琉
球
以
来
の
制
度
的
状
況
を
伝
え
る
の
で
あ
る
が、

康
照

辞令i'iと琉球主同

十
七
年

三

六
七
八)

の
恩
納
親
方
の
仕
置
に
よ
っ
て
暖
役
人
が
旧
来
の
終
身
制
か
ら
三
年
交
替
制
へ
と
大
幅
に
改
定
さ

れ
た
た
め
に、

右
の
職
は
多
良
間
出
身
者
が
円
動
的
に
就
く
べ

き
役
職
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

以
後
は
系
図
家
譜

的
な
論
理
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
訪
士
の
集
住
地
で
あ
る
平
良
三
箇
の
エ

リ
ー
ト
層
た
ち
の
三
年
交
替
制
の

(
お)

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ス
ト
に
転
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

軽
職
・

下
官
の
任
職
に
辞
令
書
が
発
給
さ
れ
な
く
な
る

こ
と、

唆
役
人
制
度
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と、

こ
の
二
重
の
意
味
に
お
い
て
多
良
間
島
か
ら
近
世
琉
球
辞
令
書
が
発
見
さ

第二

れ
る
こ
と
は
な
い
。

近
世
琉
球
辞
令
書
と
は
、

こ
う
し
た
近
世
へ
の
転
換
を

背
景
に
成
立
し
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
り、

そ
の
結
果
と
し
て、

辞
令
書
そ
の
も
の
が
み
ず
か
ら
を
完
全
に
形
式
化
し
て
し
ま
っ
た
段
階
を
指
し
示
す
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て、

史
料
的
価
値
の
点
か
ら
い
え
ば
、

琉
球
辞
令
書
の
価
値
は
時
間
の
推
移
に
反
比
例
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
述
べ

た
こ
と
に
よ
っ
て、

琉
球
辞
令
書
の
変
遷
と
そ
の
背
景
が
判
明
し
た
と
思
う
が
、

そ
こ
で
い
よ
い
よ、

尚
真
王
期
を
起
点
と
す
る
と
見
ら
れ
る
琉
球
辞
令
書
の
陀
史
の
中
で
最
も
史
料
的
価
値
の
高
い
も
の
、

す
な
わ
ち、

古

琉
球
辞
令
吉
に
焦
点
を
し
ぼ
り、

こ
の
史
料
を
古
琉
球
後
期
像
を
描
く
う
え
で
ど
う
活
か
せ
る
か、

と
い
う
本
書
の
主

題
に
と
り
か
か
っ
て
み
た
い
。

古
琉
球
辞
令
舎
の
形
式
を
め
ぐ
る
諸
問
題

1 

古
琉
球
辞
令
占
の
分
類

古琉j求砕令』の形式をめぐる諸問題

古
琉
球
辞
令
荒川
は
、

そ
の
記
載
形
式
か
ら
い
っ
て
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。

(
例)

伸
瀬
戸
内
丙
間
切
の
丙
の
大
尽
子
職
叙
任
辞
令
書
(
一

五
四
八
年)

し
よ
り
の
御
ミ

事

回

せ
ん
と
う
ち
に
し
ま
ぎ
り
の

に
し
の
大
や
こ
ハ

一

人
ひ
が
の
し
よ
り
の
大
や
こ
に

回

た
ま
わ
り
巾
候

し
よ
り
よ
り
ひ
が
の
し
よ
り
の
大
や
こ
が
方
へ

ま
い
る

京
靖
二
十
七
年
十
刀
廿
八
日

57 

ひが

右
の
砕
令
乃
は
、

奄
美
瀬
戸
内
向
間
切
の
阿
の
大
民
子
職
に
、

こ
れ
ま
で
瀬
戸
内
東
間
切
の
汁
里
大
屋
子
職
に
あ
っ

た
人
物
を
任
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
介、

発
給
年
月
日
が山
知
的
二
十
七
年
十
月
二
十
八
日、

受
給
者
が
「
ひ
が
の
し
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よ
り
の
大
や
こ
」
(
東
間
切
の
首
里
大
屋
子) 、

給
与
内
容
が
「
せ
ん
と
う
ち
に
し
ま
ぎ
り
の
に
し
の
大
や
こ
」
(
瀬
戸
内
国

問
切
の
丙
の
大
屋
子)

職
叙
任
で
あ
る
点
は
説
明
を
要
し
な
い
と
思
う
が 、

で
は 、

発
給
者
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か 。
「
し

よ
り
の
御
ミ

事」
「
し
よ
り
よ
り
ひ
が
の
し
よ
り
の
大
や
こ
が
方
へ
ま
い
る」
の
文
句
に
注
目
す
る
と 、

辞
令
書
と
は

辞令書と琉球王同

「
し
よ
り

」
(
計
里)
の
御
詔
で
あ
り 、
「
し
よ
り

」
(
首
里)
よ
り
受
給
者
に
及
ぶ
と
表
現
さ
れ
る
の
で 、

発
給
者
は
ま
ぎ

れ
も
な
く
「
し
よ
り

」
(
許
旦)
と
称
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
な
る 。

ま
た 、

上
部
左
右
の
判
形
が
朱
方
印
「
首
旦

之
印」
で
あ
る
点
も
発
給
者
が
「
打
旦」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る 。
い
う
ま
で
も
な
く 、
「
し
よ
り」
(
首
里)

第二

は
琉
球
王
同
の
王
都
名
で
あ
り 、

同
時
に
ま
た
王
都
の
核
を
な
す
る
王
宮
首
里
城
の
代
名
詞
で
あ
る
が 、

詩
史
料
よ
り

(お)

推
定
で
き
る
よ
う
に 、

転
じ
て
王
府
ま
た
は
王
府
の
頂
点
た
る
国
王
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た 。

し
た
が
っ
て 、

右
辞
令
書
の
発
給
者
は
国
王
で
あ
る 、

と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う 。

古
琉
球
辞
令
41h
の
今
一
つ
の
タ
イ
プ
は 、

次
に
紹
介
す
る
下
地
の
大
首
里
大
屋
子
宛
辞
令
書
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る

も
の
で
あ
る 。

同
下
地の
大
首
旦
大
屋
子
宛
辞
令
書(一
五
九五
年)

し
よ
り
の
御
ミ

事

回

大
ミ

や
こ
ま
ぎ
り
の

も
と
の
し
ま
じ
り
の
し
よ
り
の
大
や
こ
が
ち
の
う
ち
よ
り

こ
か
り
や
た
に
十
三
ま
し

あ
か
っ
ち
は
る
又
さ
ち
は
る
又
た
ま
ち
ゃ
ら
は
る
又
い
ち
へ
ミ
ち
や
は
る
又
か
ニ
た
て
た
は
る
と
も
ニ

又

百
ぬ
き
ち
は
た
け
六
お
ほ
そ

た
ら
ま
大
は
る
又
し
ろ
い
は
る
又
う
し
は
る
又
な
る
か
わ
は
る
又
も
い
く
ぽ
は
る
又

円U
は
る
と
も
ニ

七
人
の
す
か
ま
ぐ
ち
た
わ
ら

回

又一
年
に
な
かこ
は
ら
の
わ
くこ
な一
人
が
三
す
か
ま
づ
L

又
し
よ
り
の
大
やこ
が
ま
ぎ
り
の
わ
く
こ
な
の

一
人
が
一
す
か
ま
づ
L
給
候

二 古琉球辞令書の形式をめぐる諸問題

」
の
ぷ
ん
の
い
ろ
い
ろ
の
ミ

か
な
い
ハ

御
よ
る
し
め
さ
れ
俣

こ
れ
よ
り
ほ
か
に
し
ま
く
に
の
人
の
て
ま
づ
か
い
又
と
り
あ
わ
物
し
め
て
ゑ
り
ハ
御
き
ん
せ
い
に
て
侯

固

一
人
し
も
ぢ
の
大
し
よ
り
の
大
や
こ
に
た
ま
わ
り
申
候

し
よ
り
よ
り
し
も
ぢ
の
大
し
よ
り
の
大
や
こ
が
方
へ
ま
い
る

万
暦
二
十
三
年
八
月
廿
九
日

右
の
辞
令
書
(
写
真
参
照)
は
発
給
者
(
琉
球
国
王)
の
名
に
お
い
て
大
宮
古
間
切
の
下
地
の
大
背
里
大
屋
子
(
受
給
者)

に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
先
の
仲
に
比
べ
て
長
文
で
あ
る 。
一

定
規
格
の
唐
紙
(
き

59 

一
枚
に
記
述
さ
れ
る
同
タ
イ
プ
に
比
較
す
る
と
右
の
同
(
3
8
8
×

∞雪国)
は
唐
紙
二
枚
を
横
に
つ
な
い

だ
大
き
さ
で
あ
り 、

そ
の
た
め
上
部
巾
央
の
つ
な
ぎ
目
に
今
一
つ
朱
方
印
が
押
さ
れ
る
な
ど 、

判
と
側
の
相
違
は
規
格

8
8
×
ち
S)
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を
一

見
し
た
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
る。

し
か
し、

そ
れ

以
上
に
重
要
な
相
違
点
は、

給
与
内
容
の
面
で
両
タ
イ

プ
の
違
い
が
と
く
に
き
わ
だ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同
の
辞
令
書
の
大
意
は、

元
の
島
尻
の
首
里
大
屋
子

所
領
の
田
畑
か
ら
三
カ
リ
ヤ
(
一
三
マ
シ
)

の
田
と
一

O

。
ヌ
キ
(
六
オ
ホ
ソ
)

の
畑
の
所
領
を
許
す
こ
と、

ま
た
、

七
人
の
ス
カ
マ
グ
チ
を
与
え
る
と
と
も
に
ナ
カ
コ
ハ
ラ

(
地
名
か)

の
ワ
ク
コ
ナ
衆
(
意
味
未
詳)

か
ら
一

年
に
一

人
に
つ
き
三
ス
カ
マ
ず
つ
、

行
旦
大
日
子
所
轄
の
間
切

の
ワ
ク
コ
ナ
衆
か
ら
一

年
に
一

人
に
つ
き
一

ス
カ
マ
ず

つ
の
夫
泣
を
許
す
こ
と、

以
上
の
給
与
分
に
関
し
租
々

の
貢
租
を
免
ず
る
こ
と、

た
だ
し、

右
に
規
程
さ
れ
た

以
外
に
間
切
や
シ
マ
の
人
民
を
使
役
し
た
り
雑
税
を
と

り
た
て
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と、

つ
ま
り、

こ
の
辞
令
書
に
お
け

と
い
う
も
の
で
あ
る。

る
給
与
内
容
と
は
、

受
給
者
で
あ
る
下
地
の
大
首
里
大

屋
子
に
こ
の
度
何
か
新
し
い

役
職
を
与
え
る
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
く、

す
で
に
下
地
の
大
首
里
大
屋
子

(
つ
ま
り、

下
地
間
切
の
頭)

職
に
あ
る
者
に
対
し
て
新
た

に
田
畑
を
増
賜
す
る
と
と
も
に
夫
遣
権
を
付
加
し
た
内

容
よ
り
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

)
の
よ
う
に、

古
琉
球
辞
令
書
の
給
与
内
容
に
は
仲

の
よ
う
に
特
定
の
役
職
へ
の
叙
任
を
規
程
す
る
も
の
と

(
前
掲
四
五
頁
の
肘
も
こ
れ
に
同
じ)、

怖
の
よ
う
に

特
定

の
経
済
的
得
分
を
規
程
す
る
も
の
の
二
種
が
あ
り、

後

者
は
長
文
で
規
格
も
大
き
い
。

筆
者
は
前
者
を
叙
任
型、

後
者
を
得
分
規
程
型
と
命
名
し
区
別
し
て
き
た。

こ
こ

で
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
の
は、

叙
任
型
は
す
で
に

的
i
MW
(
四
五
・
四
六
頁)

と
し
て
示
し
た
よ
う
に
古
琉

球
辞
令
書
・

過
渡
期
辞
令
書
・

近
世
琉
球
辞
令
書
の
三

者
に
共
通
す
る
基
本
タ
イ
プ
で
あ
る
の
に
対
し、

得
分

規
程
型
は
古
琉
球
辞
令
書
に
の
み
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
で
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あるという点であり、
この得分規程型をもつことが古琉球辞令書の帯びる史料的価値を一
一層きわだた

せ
て
いる
と
い
う
点
で
ある

。

辞令書と琉球王国

2 

叙
任
型と
得分規
程
型の
関
係

な
お、
付
説
す
る
と、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
一
点
に
す
ぎ
な
い
が、
叙
任
型
と
得
分
規
程
型
の
両

タイプの性格を同時にあわせもつ折衷形式の古琉球辞令書が存在する。

ω
具
志
川
ノ
ロ
職
叙
任
辞
令
書
(一
六
O
七
年)

(
り)
(
御
ミ
事)

しょ口の
円UU

第二

回

ミやきぜんまぎりの

ぐしか
わのろ
又ち
とも

五十ぬきちはたけ四おほそ

ぐ
し
か
わ
は
る
又
に
よ
は
は
る
又
は
ま
か
わ
は
る
又
ほ
き
は
る
と
も

もとののろのくわ

一
人まかとうに

回

たまわり申候

し
よ
り
よ
り
ま
か
と
う
が
方
へ

ま
い
る

万
府
三
十
五
年
七
月
十
五
日

右
の
辞
令
害
で
は 、

元
の
ノ
ロ
の
娘
マ
カ
ト
ウ
を
今
帰
仁
間
切
の
具
志
川
ソ
ロ

職
に
任
ず
る
叙
任
型
の
文
言
と 、

同

ノ
ロ

職
に
付
帯
す
る
五
O
ヌ
キ
(
四
オ
ホ
ソ
)

の
州
を
ノ
ロ
グ
モ
イ
地
と
し
て
給
賜
す
る
旨
の
得
分
規
程
型
の
文-一一
パ
と
が 、

一
点の
辞令
書の
中
で同
時に
記
述
さ
れ
ている

。

この
唯
一の
折
衷
型
は、
古
琉
球
辞
令
許
に
おいて
何
故
に叙
任

型と得分規程型の区別が生ずるのか、
両者はいかなる関係にあるのか、
という基本的論点の一つを検

討する際の重要な手がかりを含んでいる。

古琉球辞令書の形式をめぐる諸問題

先代の具志川ノロ(マカトウの舟)が死去もしくは引退したことにより娘のマカトウが同職に就くの

で
あ
る
が 、

こ
の
任
職
に
際
し
て
二
つ
の
規
程
が
必
要
で
あ
っ

た
。一つはマカトウをノロ職に任ずる旨の叙任

規程、
今一つはその職に付帯して円動的に与えられる所得(この場合はノログモイ地)
を明記する得分

規程、
である
。

つまり、
叙
任
規
程
・得分規
程は、

ある
特
定
の
任
職
に
際
し
て生
ずる
給
与
内
容の
二つの事

項を別々
に
表
現
し
たもの
で
あ
り、

両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
任
職によ
っ
て
生ず
る
同一
時
点
での
不
可
分の
規
程
で
あ

った。
この想定が正しければ、
倒の折衷型は同一
時点での両規程を一
枚の辞令書において表現したも

の
と
理
解
で
き
る。

右
の
想
定
を
裏
づ
け
る
辞
令
書
が
「
女
官
御
双
紙
』

の
那
覇
の
大
阿
母
の
項
に

筆
写
さ

れ
て
い

る

63 

制
那
覇
の
大
阿
母
職
叙
任
辞
化
却下
(

二九
八
二
年)

しよりの御ミ事



回

な
は
の
大
あ
むハ

64 

も
と
の
大
あ
む
が
め
い

辞令書と琉球王国

国

た ー
ま(人ハむお
り と
申 ま
〔 す
候 も
\_} \，、

し
よ
り
よ
り

お
と
ま
す
も
い
の
方へ
まい
る

万
暦
十
年
八
月二
日

第二

例
オ
トマ
ス
モ
イ
宛
辞
令
書
(一
五
八二
年)

し
よ
り

の
御
ミ

事

回

ミ 二 も ま
や(か(と わ
き三ち立ハ し

と や あ ま
は た ま ぎ
る に も り
〔 二 い(の
中 ま のどう
拘 し ち ち

ま
人
ぢ

又
五
十
ぬ
き
〔
ち〕
は
た
け一
お
は
そ

あ
め
く
は
る
〔
中略〕

こ
の
ぷ
ん
の
お
や
ミ

か
な
い
又
の
ろ
さ
と
ぬ
し

お
き
て
か
な
い
と
も
〔ニ〕

(侠)

御
ゆ
る
し
め
さ
れ
し

も
と
の

大
あ
む
の
め
い

一
人
お

と
ま
す
も
い
に

回

た
ま
わ
り
申
(
候〕

し
よ
り
よ
り

お
と
ま
す
も
い
の
方へ
ま
い
る

万
腔
十
年
八
月二
日

二 古琉球砕令書の形式をめぐる諸問題

一
見
し
て
明
ら

か
な
よ
う
に、
先
代
那
明
の
大
阿
母
の
退
職
に
よっ
て
そ

の
姪
で
あ
る
オ
トマ

ス
モ
イ
が
大
阿
母
に

任
職
さ
れ
る
こ

と
に
なっ
た
時 、
何
で
就
職
に
と
も
な
う
叙
任
を
明
記
し、
的
で
同
職
に
付
帯
す
る
ノ
ロ
グ
モ
イ
地

||
元
は
ア
マ
モ
イ
(人
名)
所
領
の
も

の
で
現
在
は
真
人
地
で
あ
る
田
畑
の
中
か
ら
ニ
カ
リ

ヤ
(二マ
シ)

の
田

と
五

Oヌ
キ(一
オホソ)

の
畑
を
役
地
と
し
て
与
え 、
こ

の
耕
地
に
か
か
る
諸
税
を
免
除
す
る
ーー

を
得
分
と
し
て
規
定
し

た
の
で
あ
る。
叙
任
規
程
型
た
る
同
と
得
分
規
程
型
た
る
仰
が
と
も
に
同一
受
給
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と 、
発
給

年
月
日
が
全
く一
致
し
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
て 、
右
の
両
辞
令
書
は
大
阿
母へ
の
任
職
の
際
に
発
生
す
る
不
可
分
の

二
規
程
を 、
闘
の
よ
う
に一
枚
に
お
い
て
で
は
な
く 、

二
枚
に
分
け
て
記
述
し
た
も

の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る。
こ

の

こ
と
か
ら 、
叙
任
担
と
得
八刀
規
程
型
は
任
職
の
際
に
セ
ッ
ト

で
発
給
さ
れ
る

の
が
基
本
で
あ
り、
両
者一
体
と
なっ
て

は
じ
め
で
あ
る
特
定
の
任
職
の
実
際
を
表
現
す
る、

と
い
う
見
通
し
を
得
た
こ

と
に
な
る。
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右
の
見
通
し
に
立つ
と、
次
に
掲
げ
る
得
分
規
程
型
の
舎
か
れ
ざ
る
背
景
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る。

例
玉
城
の
大
屋
子
宛
辞
令
書
(一
五
九二年)
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し
よ

み?りや)の
き 御(
ぜ みふ
ん 事
ま
ぎ

り
の

国

辞令書と琉球王国

よ
な
み
ね
の
さ
と
ぬ
し
ど
こ
ろ

六
か
りや
た
に
四
十
九
ま
し

(

ニ

)

し
よ

き
た
は
る
又
も
く
ろ
ち
か
わ
は
る
と
も
に

百
四
十
ぬ
き
ち
は
た
け
七
お
ほ
そ

第二

固

(

ユ

)

や
た
う
は
る
又
ひ
ら

の
ね
は
る
又
は
な
は
る
又
さ

き
は
る
又
な
か
さ
こ
は
る
又
お
ゑ
は
る
と
も
に

文

か よ
な ない み
の ね
大 の
お 四
き 十
て 五

と ぬ
も(き

回

一
人
た
ま
ぐ
す
く

の
大や
こ
に
た
ま
わ
り
申
〔
候〕

し
よ

り
よ

り
た
ま
ぐ
す
の
大や
こ
〔
が〕
方へ
まい
る

万
暦
二
十
年
十
月
三
日

3 

両
タ
イ
プ

の
対
応
と
非
対
応

右
の
辞
令
書
は 、
今
帰
仁
間
切
の
与
那
嶺
の
旦
主
所
ーー

そ
の
内
訳
は
六
カ
リ

ヤ〈四
九マ
シ〉

の
田
と一
四
Oヌ
キ

(七オホソ)
の
畑よ
り
なる
||の
所
領を
認め
る
こ
と、

そ
れに
加
えて
四
五ヌ
キ
の
大
蛇カ
ナ
イ(税収〉
を
玉
城

の
大
屋
子
に
給
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
得
分
規
程
型
が
玉
城
の
大
屋
子
職
へ
の
任
職
に
際
し
て
発
給
さ
れ
た一
一
枚
の

中の一
枚で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば 、
現
存
し
ない
今一
枚の
辞
令
書
は
次
の
よ
う
な
叙
任
型
で
あっ
た
は
ず
で
あ
る 。

し
よ

り
の
御
ミ

事

回

ミや
き
ぜ
ん
ま
ぎ

り
の

よ
な
み
ね
の
さ
と
ぬ
し
ど
こ
ろハ

「ー\

、J

X 

古琉球辞令占の形式をめぐる諸問題

一
人
た
ま
ぐ
す
く

の
大や
こ
に

回

た
ま
わ
り
申
侯

し
よ

り
よ

り
〔
X〕
た
ま
ぐ
す
く

の
大
や
こ
が
方へ
まい
る

万
暦
二
十
年
十
月
三
日

右
の
推
定
辞
令
書
中の
X
は 、
玉
城
大
屋
子
の
修
飾
句
が
あ
る
い
は
存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
仮
に
お
い
た
も

の
だ
が 、
例
の
記
載
か
ら
す
る
と
あ
る
い
は
X
は
な
かっ
た
の
か
も
し
れ
ない 。
右の
復
原
物
を
見
て
た
ち
ど
こ
ろ
に

思い
う
かべ
る

の
は 、
実
際
に
存
在
す
る
里
主
所
給
賜
の
辞
令
書
と一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。
た
と
え
ば 、
田

名
家
の
辞
令
書
群の一
枚 、

判
天
久
の
里
主
所
給
賜
辞
令
書
(一
五三
六
年〉
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し
よ

り
の
御
ミ

事



回

に
し
は
ら
ま
ぎ
り
の

68 

あ
め
く
の
さ
と
ぬ
し
ど
こ
ろ
ハ

辞令古と琉球王国

に
し
の
こ
お
り
の

一

人
く
わ
ん
し
ゃ
に

回

た
ま
わ
り
申
候

し
よ
り
よ
り
く
わ
ん
し
ゃ
が
方
へ

ま
い
る

第二

対
前
十
五
年
五
月
十
三
日

と
比
べ

る
と、

復
原
し
た
先
の
辞
令
書
と
右
の
辞
令
書
と
は
様
式
上
完
全
に
一

致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
は
岡
原
間

切
の
天
久
の
屯
主
所
を
北
の
庫
理
に
所
属
す
る
官
舎
に
給
賜
す
る
こ
と
を
う
た
っ

た
叙
任
型
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、

部
者
の
想
定
す
る
原
理
に
従
え
ば
、

MW
も
叙
任
と
同
時
に
天
久
の
旦
主
所
の
内
訳
を
述
べ

た
今
一

枚
の
得

分
規
程
型
と
セ
ッ

ト
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら、

古
琉
球
辞
令
書
の
す
べ

て
に
お
い
て
叙
任
型
と
得
分
規
程
型
と
が
一

対
一

対
応
の
セ
ッ

ト
を
な
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
良
い

証
拠
は
、

先
に
引
用
し
た
刷、

つ

ま
り
下
地
の
大
計
虫
大
屋
子
宛
辞
令

辛口
(
五
八
ペ
ー
ジ
)

で
あ
ろ
う
。

受
給
者
で
あ
る
下
地
の
大
首
旦
大
屋
子
は
下
地
問
切
の
頭
職
の
称
号
で、

宮
古
最
高
の

ひ
ら
ら

行
政
ポ
ス
ト
の
一

つ
で
あ
っ

た
。

こ
の
地
位
と
同
等
の
峨
は
平
良
間
切
の
頭
職
(
平
良
の
大
首
旦
大
屋
子)

も
し

く
は
砂

川
町
切
の
頭
職
(
砂
川
の
大
村
坐
大
屋
子)

し
か
な
い
。

こ
の
う
ち
砂
川
山
切
頭
職
は
万
府
三
十
七
年

三

六
O
九)

に
新

設
さ
れ
た
新
し
い
ポ
ス
ト
で
あ
る(
閥、

平
良
間
切
頭
臓
は
万
府
二
十
二
年
ハ
一

五
九
四)

か
ら
同
二
十
五
年
ま
で
忠
導
位

の
ウ
マ
ノ
コ
、

同
二
十
五
年
か
ら
四
十
一

年
ま
で
は
忠
導
姓
の
マ
フ
ト
ノ
が
就
任
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

と
な

る
と、

同
の
受
給
者
が
下
地
問
切
の
頭
職
か
ら
砂
川
・

平
良
両
間
切
頭
職
の
い
ず
れ
か
に
同
辞
令
存
の
発
給
さ
れ
た
万

岡山
二
十
三
年
時
点
で
転
任
す
る
こ
と
は
史
実
に
反
す
る
こ
と
に
な
り、

同
時
に
ま
た
、

頭
職
以
上
の
ポ
ス
ト
が
当
時
の

宮
古
に
存
在
し
な
い
の
で
上
位
職
へ
の
昇
任
の
可
能
性
も
あ
り
え
な
い
。

結
論
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

得

分
規
程
型
た
る
附
は
特
定
の
任
臓
を
前
担
と
し
な
い
も
の
、

つ

ま
り、

叙
任
型
と
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
辞
令
乃
で
は
な
い

ずïJ;ltJぷí;i令，I}:の形式をめぐる訪問題

の
で
あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

先
に
解
説
し
た
よ
う
に
、

こ
の
得
分
刻
程
型
は

す
で
に
下
地
の
大
打
川に
大
伝
子
(
下
地
問

切
の
克
服)

の
地
位
に
あ
る
者
に
対
し
て、

新
た
に
田
畑
お
よ
び
夫
泣
権
を
追
給
し
た
も
の
、

い
い

か

え
る
と
、

以
前

に
受
け
た
給
与
内
容
に
同
の
発
給
時
点
で
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
り、

叙
任
型
を
前
提
と
し
な
い

巾
独
の
辞
令
古
と

結
論
づ
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ

た
点
を
ひ
と
ま
ず
整
理
し
て
お
こ
う
。

①
古
琉
球
辞
令
占
に
は
叙
任
型
と
得
分
規
程
型
の
両
タ
イ
プ
が

あ
り
、

両
者
を
折
衷
し
た
形
の
わ
ず
か
一

例
を
除
く
と
、

現
存
す
る
す
べ

て
の
古
琉
球
辞
令
芹
は
両
計
い
ず
れ
か
に
分

類
で
き
る
こ
と
。

②
叙
任
型
と
得
分
組
程
型
の
関
係
は
、

同
一

の
任
峨
に
際
し
て
生
ず
る
こ
つ
の

規
程
と
し
て
両
者
が

セ
ッ

ト
に
な
っ

て
い
る
タ
イ
プ
と
、

セ
ッ

ト
に
な
っ

て
は
お
ら
ず
単
独
に
発
給
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
二
つ
が
あ
る
こ

と
。

③
叙
任
型
は
古
琉
球
辞
令市いげ
を
は
じ
め
過
波
期
昨
令
古川、

近
世
琉
球
辞
令
古
へ

と
継
承
さ
れ
る
m
AH
A
の

法
本
型
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式
で
あ
る
の
に
対
し、

得
分
刻
程
型
は
古
琉
球
辞
令
書
特
有
の
も
の
で
あ
り
、

過
渡
期
辞
令
書
以
後
は
姿
を
消
す
こ
と
。
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④
古
琉
球
辞
令
書
は
得
分
規
程
型
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
と
く
に
史
料
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
四

点
を
と
り
あ
え
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

辞令書と琉球王国

4 

任
職
と
辞
令
書
の
発
給

辞
令
詐
の
発
給
が
国
王
の
名
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。

辞
令
書
の
別
称

と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
し
よ
り
の
御
ミ
事
」
「
御
朱
印
」
「
御
印
判」

な
ど
の
名
が
示
す
よ
う
に
、

こ
の
公
文
書
は
国
王

第二

の
訊
な
の
で
あ
り、

ま
た、

国
王
の
親
印
を
押
印
し
た
権
威
あ
る
お
墨
付
き
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
古
琉
球
辞
令

舎
か
ら
近
世
琉
球
辞
令
書
に
お
よ
ぶ
琉
球
辞
令
書
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
性
格
だ
と
い
え
る
。

だ
が、

以
下
に
述
べ
る
こ
と
が
ら
は
古
琉
球
辞
令
書
に
お
い
て
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
状
況
で
あ
る
。

ま
ず
第
一

に
、

古
琉
球
辞
令
書
に
お
い
て
国
王
は
官
人
の
任
職
に
際
し
て
特
定
の
役
職
へ
の
叙
任
を
指
示
す
る
の
み
な
ら
ず、

同

職
に
付
帯
す
る
給
与
内
容
を
事
細
か
に
指
示
す
る
こ
と
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。

こ
の
点
は
す
で
に
叙
任
型
と
得
分
規
程

型
の
閃
係
を
述
べ
た
時
に
例
示
し
た
の
で
再
説
を
要
し
な
い
。

第
二
は、

古
琉
球
に
お
け
る
王
国
は
版
図
と
し
て
奄
美

-

沖
縄
・

先
島
の
三
地
域
を
包
括
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
国
王
の
名
に
お
い
て
発
給
さ
れ
る

辞
令
書
の
発
給
対
象
に
こ
れ
ら
三
地
域
が
区
別
な
く
含
ま
れ
て
い
た
。

現
に
、

古
琉
球
辞
令
書
は
こ
れ
ら
三
地
域
に
分

布
し
残
存
し
て
い
る
。

第
三
に
、

古
琉
球
辞
令
書
(
過
渡
期
辞
令
書
を
含
む)

の
発
給
範
囲
は
近
世
琉
球
辞
令
書
段
階
と

ち
が
い
限
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で、

重
職
・

高
官
か
ら
軽
職
・

下
官
に
い
た
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
宮
人
の
任
職
に

際
し
て
辞
令
書
が
発
給
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り、

辞
令
書
の
発
給
に
差
別
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
符
合

し
て、

奄
美
i
先
島
の
三
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
官
人
が
辞
令
書
の
受
給
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
残
存
す
る
辞
令
書
が
教
え
て

い
る。

右
の
二
、

三
点
目
も，
辞
令
書
の
形
式
と
そ
の
変
遷
を
述
べ
た
前
節
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る。

し
た
が
っ
て、

古
琉
球
辞
令
書
と
は、

国
王
の
名
に
お
い
て、

奄
美
・

沖
縄
・

先
島
の
三
地
域
の
す
べ
て
の
官
入
居

に
対
し、

あ
ら
ゆ
る
任
職
の
際
に
叙
任
も
し
く
は
得
分
を
明
確
に
規
程
し
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た。

こ
こ
で
注
意

二 古琉球辞令書の形式をめぐる諸問題

す
べ
き
点
は、

琉
球
王
国
の
す
べ
て
の
官
人
層
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
任
職
の
際
に
、

と
い
う
こ
と
の
意
味
を
ど
う
考
え

る
か
で
あ
る。

右
の
要
約
に
従
え
ば、

論
理
的
に
い
っ
て、

か
つ
て
存
在
し
た
古
琉
球
辞
令
書
の
数
は
国
王
名
に
よ
る

任
職
件
数
に
一

致
す
る
こ
と
に
な
り、

ま
た、

任
職
に
際
し
て
叙
任
型
・

得
分
規
程
型
の
二
点
が
セ
ッ
ト
で
発
給
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
か
ら、

よ
り
厳
密
に
い
え
ば、

古
琉
球
辞
令
書
は
任
職
件
数
を
大
幅
に
上
回
る
数
で
か
つ
て
存
在
し
て

い
た
は
ず
だ、

と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る。

こ
の
図
式
的
把
握
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば、

本

書
末
尾
の
付
録
に
示
し
た
五
四
点
の
残
存
古
琉
球
辞
令
書
は、

か
つ
て
存
在
し
た
は
ず
の
古
琉
球
辞
令
書
の
ご
く
一

部、

文
字
通
り

氷
山
の
一

角
程
度
の
点
数
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う。

右
の
理
解
を
証
明
す
る
の
は
現
時
点
の
史
料
状
況
に
お
い
て
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
が、

し
か
し、

全
く
手
が
か
り

が
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

そ
の
一

つ
は、

近
世
琉
球
下
の
十
七
世
紀
末
以
後
に
編
集
さ
れ
た
系
図
家
譜
で
あ
り、

71 

各
系
図
家
譜
に
は
編
集
時
点
に
現
存
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
古
琉
球
辞
令
書
を
用
い
た
と
見
ら
れ
る
比
較
的
豊
富
な
記
述

例
が
多
い
。

た
と
え
ば、

宮
古
の
『
悦
治
氏
系
図
家
譜
正
統
』

の
二
世
真
鏡
の

項
に
、

万
暦
「
四
十
一

年
突
丑
(
一
六



二一一)

閏
八
月
二
十
九
日
、

三
矧
町
・

百
民
自回
・

五
人
ス
カ
マ
ク
チ
ヲ
給
う
の
伽
わ
恥
を
頂
札
刊
」
(
原
漢
文)

と
あ
り
、

(
MW)
 

附
の
下
地
の
大
首
里
大
屋
子
宛
辞
令
書
と
同
じ
内
容
の
得
分
規
将
型
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

宮
古
の
多
良
間
島

ん
た
ぱ
る

を
代
表
す
る
「
土
原
氏
系
図
家
譜
正
統
』

中
に
も、

四
世
蒋
村
が
「
隆
慶
元
年
丁
卯
(
一
五
六
七)

八
月
五
日、

多
良
間

(
必)

首
里
大
屋
子
に
任
ぜ
ら
れ、

囚
て
御
朱
印
を
賜
」
(
原
漢
文)

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

右
の
二
点
と
も
に
す
で
に

失
わ
れ
現
存
し
て
い
な
い
が、

こ
う
し
た
辞
令
科
発
給
の
記
述
を
各
系
関
一家
訴
の
中
か
ら
数
多
く
折
い
出
す
こ
と
は
さ

(
幻)

麻
抗
家
譜
』

田
名
家
を
用
い
て
問
題
の
所

72 辞令 書と琉球王閏第二

ほ
ど
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て

在
を
検
討
し
て
み
よ
う。

麻
供
田
名
家
に
は
系
関
家
譜
と
と
も
に
三
二
点
に
の
ぼ
る
琉
球
辞
令
官行
(
田
名
家
文
許
あ
る
い
は
田
名
文
書
と
過
称
さ
れ

る)

が
残
さ
れ
て
お
り

そ
の
内
訳
は、

一
一

点
は
古
琉
球
辞
令
書、

五
点
は
過
渡
期
辞
令
書、

一

六
点
は
近
世
琉
球

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

第
一

に
、

残
存
の
古
琉
球
辞
令
書

辞
令
書
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

家
譜
中
よ
り
三
世
其
福
(
一

四
五
一

i
一

五
三
冗)、

四
世
真
孟
(
一

四
九
四
i
一

五
七
七
三

五
世
真
命
(
一

五

二
ニ
i
一

五
九
五)、

六
世
真
常
(
一

五
五
七
1
一

六
四
四)

四
代
に
わ
た
る
主
な
記

事
を

抽
出
し、

そ

れ
と
現
存
の
古
琉
球
辞
令
書
と
の
対
応
関
係
を
見
る
た
め
に
表
E
1
2
を
作
成
し
た
。

そ
の
表
か
ら
以
下
の
点
を
確
認

一

点
と
家
譜
の
記
事
は
例
外
な
し
に
一

致
し
て
お
り
不

照
合
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は、

家
譜
編
集
の
時
点
で
辞
令
官官
が
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

第
二
に
、

家
譜
中
に
年
月
日
を
明
確
に
記
す
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
が
ら、

対
応
す
る
辞
令
書
を
も
っ

記

三
世
真
福
は
正
徳
元
年
(
一

五
O
六)

八
月
十
日
に
渡
唐
船
駅

事
と
そ
う
で
な
い
記
事
の
二
精
類
が
あ
る
。

た
と
え
ば、

令 書

辞令書1 -6 

辞令書1 -8 

「きまの大ゃく点L、」
(尽良隠れー械の俳文)

辞令古1 -5 

世i.fÆf./(昨??占の形式をめぐ.る諸問題

表II-2 IiJll姓家J昔.Jl I記事と成仔砕令/Fの対応関係
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E宇

辞令 書 ト12

辞令書1 -13 

辞令書1 -14 

辞令書1 -29 

辞令書1 -1 

辞令書1 - 3  

辞令書1 -4 

f子残家譜中 の記載記 'J�

3世真福(童名思武太)

@勢遺富船の宮舎として渡閏

・官舎として渡間， その後兼城地頭

職に任ぜらる

・ 真和志間切儀間 平良 地頭職に転 任

4世其孟(童名小樽兼)

・宝丸船の官舎として渡閤

・西原間切天久地頭職に任ぜらる

・座敷に叙せらる

・世続宮船の使者ーとして渡悶

・進貢使者として波間

・真和志間切儲Ril金城地頭職に転任

・真和志間切儀問地頭職に転任

・牙浪沙森石普請を経営す

5 i立真命(藍名真三郎)

・ 勢治荒富筑登之として南蛮に赴く

・官舎として渡間， 回国の後今帰仁

間切 j頓底地頭職および勢治荒富勢

頭に任ぜらる

・才府として渡悶

・程見城間切大嶺地頭職に転任

・才府として渡岡

・相応富勢頭に任ぜらる

・勢治荒宮勢頭に再任

その後数旅の忠tl・により座敷に叙

せられ， ついに父の家跡を継いで

真和志間切儀問地頭職に任ぜらる

6世真常(藍名真市)

・父の家跡を継いで真和志間切儀問

地頭職に任ぜらる

・押明富勢頭となる

・ 謝国富勢頭に任ぜらる

同34年 1 月10日

間39年8月8日

間41年 2 月25日
11 12月5日

間42年11月5日

万暦21年5月16日

正倍、元年8月10日

間 3 年8月13日

同1::1年6 月 9 日

都立青2 年8月26日

間15年5月13日

間16年8月 9 日
11 8月20日

間20年 9 月7日

間24年11月6 日

間30年 4 月13日

間31年6月中

同20年8月10臼

同29年10月8日

日月fド

同24年6 月5日

間3・1年8月11日 辞令書1 -35 

注) 残存辞令書の数字は付録・残存古琉球辞令書一覧中の指示。 なお， 家譜

の記事にーカ所年代の誤記があり， 辞令書によって訂正した。
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やりとみ
辺
日
の
一
行
合
と
し
て
悶
(
制
建
行)
に
赴
き、

ま
た、

同
十
三
年
(
一
五
一
八)
に
は
真
和
忘
間
切
の
儀
間
平
良
の
里
主
所

(
い
わ
ゆ
る
地
頭
職)

を
得
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

対
応
す
る
辞
令
丹
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
四
世
真
孟
は
、
川
知

辞令古と琉球王国

的
二
年
(
一
五
二
三)

八
月
二
十
六
日
に
渡
円
船
宝
丸
の
宵
令
と
し
て
減
問、

同
十
五
年
(
一
五
三
六)

五
月
十
三
日
に
西

原
間
切
の
天
久
の
旦
主
所
(
地
珂
峨)

を
給
さ
れ
た
が、

彼
の
場
合
は
こ
の
二
件
と
も
に
対
応
す
る
辞
令
汗
が
存
在
す
る
。

と
い
う
こ
と
は、

家
譜
作
成
の
時
点
で
三
世
真
福
の
記
事
も
四
世
其
孟
同
様
に
参
照
し
う
る
辞
令
丹
が
残
っ
て
い
た
の

で
あ
り、

そ
の
後
真
福
の
分
は
失
わ
れ、

真
孟
の
分
は
残
っ
た
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う。

第
三
に
、

以
上
の
理
解
に

第二

立
て
ば
、

表
E
1
2
の
年
月
日
を
記
す
家
譜
記
事
は
対
応
す
る
辞
令
書
を
す
べ
て
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ら
の
辞
令
書
は
家
譜
編
集
の
時
に
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
現
存
し
て
い
た
の
だ
が、
一
一

点
を
除
い
て
は
そ
の
後
何
ら

か
の
事
情
に
よ
り
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る。

↓口
琉
球
に
お
い
て
は、

す
べ
て
の
宵
人
府
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
任
峨
の
際
に
辞
令
許
が
発
給
さ
れ
た
こ
と、

し
た
が

っ
て
ま
た、

古
琉
球
辞
令
許
は
任
職
件
数
を
大
幅
に
上
凹
る
数
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と、

の
見
通
し
を
表
E
|
2
は

支
持
し
て
い
る
と
考
え
る
。

5 

一

回
性
の
効
用

古
琉
球
辞
令
許
の
発
給
状
況
を
考
え
る
今
一

つ
の
手
が
か
り
は、

辞
令
持
そ
の
も
の
の
発
給
原
理
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
。

古
琉
球
辞
令
書に
は
例
外
な
し
に
受
給
者の
円
一政に
「一
人」
と
い
う
文
句
が
古c
込
ま
れ
て
い
る。
パ
初ど
に

人」

な
る
句
の
意
味
を
検
討
す
る
に
際
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は、

王
家
の
陵
怒
と
し
て
造
営
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
玉
御
殿
の
一

角
に
建
つ
碑
文
で
あ
り、

同
玉
御
殿
の
碑
文
(
一
五
O
一

年、

本
草
八
三
ペ
ー
ジ
参
照)

中
に
も
八
カ
所
に
わ
た
っ
て
「
御

一

人
」

な
る
言
葉
が
登
場
す
る。

同
碑
文
は、

尚
維
衡
追
放
事
件
を
承
け
て
玉
御
殿
の
被
葬
資
格
者
九
人
と
そ
の
「
御

す
ゑ
」
(
子
孫)

を
規
定
し
た
文
面
を
も
つ
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が、

文
中
に
登
場
す
る
「
御
一

人
」

は
被
葬
資

格
者
を
い
ち
い
ち
指
示
す
る
限
定
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
辞
令
書
に
登
場
す
る

ご

人
」

も
そ
れ
と
同

二 古琉球辞令書の形式をめぐる諸問題

じ
限
定
句
で
あ
り、

給
与
内
容
が
受
給
者
と
し
て
辞
令
書
に
明
記
さ
れ
た
人
物
の
み
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
をニ一
け
っ
て
い

る。

そ
し
て、

こ
の
限
定
句
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
形
で
後
段
の
「
し
よ
り
よ
り
0
0
0
が
方
へ

ま
い
る
」

と
い
う

常
套
の
限
定
文
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
の
辞
令
書
で、

具
志
川
ノ
ロ

職
に
叙
任
さ
れ
る
と
同
時
に
同
職
に
付
帯
す
る
ノ
ロ
ク
モ
イ
地
を
給
さ
れ
た
マ
カ
ト

ウ
は
元
の
ノ
ロ
の
娘
で
あ
っ
た。

先
代
の
ノ
ロ
、

つ
ま
り
マ
カ
ト
ウ
の
母
の
死
去
も
し
く
は
退
職
に
よ
り
娘
の
マ
カ
ト

ウ
が
ノ
ロ

峨
を
継
い
だ
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が、

で
は、

何
故
に
母
か
ら
娘
へ
と
い
う
ノ
ロ

職
の
継
承
に
新
た
に
辞
令

書
が
発
給
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か。

も
し
世
襲
制
が
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば、

マ
カ
ト
ウ
は
母
親

の
占
め
た
神
女
職
お
よ
び
そ
の
得
分
を
門
動
的
に
承
け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
り、

こ
の
相
続
に
対
し
て
国
王
名
の
辞
令

75 

書
が
新
た
に
発
給
さ
れ
る
こ
と
な
ど
は
不
要
だ
っ
た
の
で
あ
る。

同
様
の
神
女
職
の
継
承
は
現
存
す
る
辞
令
丹
に
も
い

く
つ
か
の
事
例
が
あ
り、

た
と
え
ば、

中
城
ノ
ロ

職
を
継
承
し
た
元
の
ノ
ロ
の
娘
マ
ウ
シ
、

恩
納
ノ
ロ

職
を
継
承
し
た
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元
の
ノ
ロ
の
娘
マ
カ
ト
ウ、

手
々
ノ
ロ

職
を
継
承
し
た
元
の
ノ
ロ
の
娘
マ
ナ
ペ
ダ
ル
が
そ
う
で
あ
り、

さ
ら
に
い
え
ば
、

那
斬
の
大
阿
母
職
を
継
承
し
た
元
の
大
阿
母
の
蛇
オ
ト
マ
ス
モ
イ
(
前
掲
刷、

例
の
辞
令
許
可

大
熊
ノ
ロ

職
を
継
承
し

辞令符と琉球王閑

た
元
の
ノ
ロ
の
姪
マ
ク
モ
、

名
柄
ノ
ロ

職
を
紋
ポ
し
た一
広
の
ノ
ロ
の
庇
ツ
ル
、

古
志
ノ
ロ

職
を
継-
承
し
た
元
の
ノ
ロ
の

妹
マ
カ
ル
モ
イ
、

阿
伝
ノ
ロ

職
を
継
承
し
た
元
の
ノ
ロ
の
妹
エ
ク
カ
タ
ル
も
や
は
り
そ
う
で
あ
り、

二
親
等
・
一

沼市
ff

ヰ24
A-『

内
の
神
女
織
の
紋
承
に
判
決
制
の
存
花
が
全
く
見
出
さ
れ
ず、

た
と
え
二
親
等
・

三
親
等
内
の
相
続
で
あ
っ
た
に
せ
よ

そ
の
締
法
に
必
ず
閃
王
名
に
よ
る
辞
令
汗
の
発
給
が
必
要
だ
っ
た
こ
と、

を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は、

第二

村
女
般
に
の
み
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く、

た
と
え
ば、

笠
利
間
切
の
宇
街
の
大
尽
子
職
に
元
の
打
旦
大
原
子
の
男
子

チ
ャ
ク
モ
イ
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
役
職
に
共
通
す
る
こ
と
が
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り、

辞
令
芥
は
そ
の
文
而
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
受
給
将
が
変
わ
る
た
び
に
、

い
い
か
え
る
と
当
該
職
の
任
職

者
が
変
史
と
な
る
た
び
に
新
た
に
発
給
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り、

た
と
え
前
任
者
の
近
税
者
と
い
え
ど
も
辞

令
ハ一け
を
新
た
に
作
成
し
て
そ
の
継
承
が
認
知
さ
れ
る
必
嬰
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

辞
令
書
に
即
し
て
い

え

ば、

一

枚
の
辞
令
乃
は
単
に
一

向
性
の
効
用
を
も
つ
の
み
で
あ
り、

そ
の
効
川
は
v伏
し
て
他
者
に
は
及
ば
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

辞
令
41h
の
市
び
る
こ
の
一

向
性
の
効
川
と
い
う
点
に
加
え
て、

先
に
得
分
規
程
型
辞
令
汗
の
筒
所
で一一一
け
及
し

た
こ
と、

す
な
わ
ち
給
与
内
界
に
変
吏
が
あ
る
場
介
に
そ
の
部
皮
辞
令
丹
を
新
た
に
発
給
し
抗
し
た
こ
と
と
を
考
え
あ

わ
せ
る
と、

辞
令
内
の
発
給
同
数
は
尖
に
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

し
た
が
っ
て、

尖
際
に
存
在

し
た
辞
令
詐
の
数
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
点
数
で
あ
っ
た、

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

同
時
に
ま
た、

右
の
理
解
に
よ
っ
て
、

中内
琉
球
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
官
入
居
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
任
職
の

際

に
辞
令
書
が
発
給
さ
れ
た、

と
い
う
見
通
し
も
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

仮

名

表

記

と

そ

の

背

景

1 

編
成
方
式
と
し
て
の
辞
令
合

辞
令
書
は
形
式
的
に
い
っ
て、

発
給
者
と
受
給
者
の
一

対
一

の
関
係
に
お
い
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。

こ
の
場
合、

発
給
者
は
自
由
な
個
人
な
ど
で
は
な
く
特
定
の
組
織
の
代
表
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず、

同
時
に
ま
た
発
給
者
は
そ
の
組

仮名表記とその背呆

織
の
有
す
る
権
能
を
休
す
る
と
こ
ろ
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り、

辞
令
書
に
お
い
て
指
示

さ
れ
た
給
与
内
容
が
空
手
形
に
終
わ
ら
な
い
た
め
に
、

発
給
者
は
受
給
者
に
対
し
給
与
内
界
の
実
施
を
保
障
す
る
責
務

と
権
威
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

受
給
者
は
と
い
え
ば、

発
給
者
が
代
表
す
る
特
定
組
織
の
一

員
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
く、

彼
は
当
該
組
織
内
の
あ
れ
こ
れ
の
役
職
・

地
位
に
代
表
者
た
る
発
給
者
の
名
に
お
い
て
就
任
す
る
の
で

あ
る
か
ら、

必
然
的
に
発
給
者
と
受
給
者
の
関
係
は
特
定
組
織
に
お
け
る
何
ら
か
の
上
下
関
係
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
9

そ
れ
に
ま
た
辞
令
許
に
お
い
て
指
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
給
与
内
容
と
は
、

発
給
者
と
受
給
者
が
と
も
に
属
す
る
特
定
組

77 

織
の
内
部
的
制
度
と
し
て
す
で
に
存
在
し
了
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り、

こ
れ
を
前
提
と
す
る
か
ら
こ
そ



任
職
行
為
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
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辞
令
書
の
発
給
者
が
例
外
な
し
に
国
王
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は、

辞
令
書
の
発
給
権、

つ
ま
り、

宮
人
の
任
職
権

辞令書と琉球王国

が
唯
一

国
王
の
実
施
す
る
国
事
行
為
で
あ
り、

こ
れ
に
代
わ
る
べ

き
代
行
者
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
白
に
物

語
っ
て
い
る
。

い
い
か
え
る
と、

国
王
を
頂
点
と
す
る
組
織
H
首
里
王
府
の
代
表
者
は
国
王
を
お
い
て
他
に
は
な
く、

国
王
名
で
発
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
辞
令
書
は
効
力
を
帯
び
る
公
文
書
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
で

あ
っ
た。

右
の
こ
と
と、

す
べ
て
の
官
人
層
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
任
職
の
際
に
辞
令
書
が
発
給
さ
れ
た
こ
と、

を
ど
う

関
連，
つ
け
て
理
解
す，へ
き
だ
ろ
う
か
。

第二

す
べ
て
の
官
人
層
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
任
職
の
際
に
辞
令
持
が
国
王
の
名
に
お
い
て
発
給
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は、

い
う
ま
で
も
な
く、

す
べ
て
の
官
人
に
対
し
て、

あ
ら
ゆ
る
任
職
に
つ
い
て、

間
王
と
受
給
者
た
る
宮
人
と
の
問
で
辞

令
書
を
媒
介
と
す
る
王
府
組
織
の
再
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

た
と
え
ば
、

開
の
辞
令
書
で
国

王
の
名
に
お
い
て
渡
円
船
タ
カ
ラ
丸
の
官
舎
職
に
任
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
シ
ホ
タ
ル
モ
イ
文
子
は、

彼
が
同
職
に
就
職

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て、

タ
カ
ラ
丸
が
国
王
の
所
有
す
る
官
船
で
あ
り、

渡
海
役
が
特
定
の
職
制
を
と
も
な
う

公
職
で
あ
り、

渡
唐
そ
の
も
の
が
中
国
と
の
冊
封
・

進
貢
関
係
を
背
景
と
す
る
外
文
・

貿
易
で
あ
っ
た、

と
い
う
王
国

制
度
の
存
在
形
態
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

あ
る
い
は
ま
た、

闘
の
辞
令
井
で
具
志
川
ノ
ロ

職
に
任
じ
ら

れ
た
マ
カ
ト
ウ
は、

彼
女
が
同
職
に
就
く
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て、

ノ
ロ
が
単
な
る
村
落
共
同
体
レ
ベ
ル
の
神
女
な

ど
で
は
な
く、

実
は
国
家
祭
和
上
の
公
的
な
神
女
職
で
あ
り、

し
た
が
っ
て
ま
た、

同
家
的
な
祭
把
を
司
祭
す
る
役
割

を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
発
揮
す
べ

き
存
在
で
あ
っ
た、

と
い
う
王
国
の
神
女
組
織
の
あ
り
ょ
う
を
再
生
産
し
て
い
るの

で
あ
る
。

こ
の
場
合、

国
王
と
シ
ホ
タ
ル
モ
イ
文
子、

悶
王
と
マ
カ
ト
ウ
は
王
府
組
織
に
お
け
る
上
下
の
関
係
で
あ
る

と
同
時
に
、

有
舎
お
よ
び
ノ
ロ
と
い
う
特
定
の
職
を
介
す
る
組
織
的
関
係
で
あ
っ
て、

こ
の
両
而
を
辞
令
書
は
明
白
に

表
現
す
る
位
置
に
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と、

受
給
者
た
る
す
べ
て
の
官
人
は
同
王
を
頂
点
と
す
る
王
府
組
織
内
に
辞
令
書
に
よ
っ
て

配
置
さ
れ
た
存
在
で
あ
り、

ま
た、

あ
ら
ゆ
る
任
職
に
際
し
て
指
示
さ
れ
る
給
与
内
界
は
国
王
を
頂
点
と
す
る
王
府
組

織
の
職
制
上
の
配
置
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

辞
令
官口
と
は、

こ
の
よ
う
な
人
的
配
位、

職
制
上
の
配
置
を
国
王
の
名
に

お
い
て
明
記
す
る
こ
と
に
よ
り、

王
府
組
織
の
範
聞
と
そ
の
内
界
を
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
に
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら、

こ

の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
、

古
琉
球
辞
令
存
の
表
現
は
王
府
組
織
そ
の
も
の
を
体
現
す
る、

と
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と

仮名表記とその背景

が
で
き
よ
う。

し
た
が
っ
て
ま
た、

辞
令
書
と
は
一

枚
一

枚
単
独
に
存
在
す
る
こ
と
に
究
極
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
は

な
く、

国
王
と
受
給
者
の
紐
帯、

受
給
者
間
相
互
の
連
帯
を
群
と
し
て
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
り、

そ
こ
か
ら、

王
権
が
辞
令
書
を
介
し
て
王
府
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
事
情
を
浮
び
上
ら
せ
て
く
れ
る
。

か
く
捉
え

る
と、

古
琉
球
辞
令
書
と
は、

王
府
組
織
内
の
明
瞭
な
編
成
方
式
と
し
て
機
能
す
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

辞
令
書
分
析
の
要
諦
は、

あ
る
事
象
の
た
め
の
証
人
探
し
に
似
た
問
題
解
決
型
の
方
法
に
あ
る
の
で
は
な
く、

む
し

79 

ろ、

対
話
を
軸
に
す
え
た
問
題
発
見
型
の
方
法
に
あ
る、

と
筆
者
が
痛
感
す
る
の
は、

以
上
の
見
方
を
常
に
念
頭
に
置

い
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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2 

仮
名
表
記
の
問
題

辞令書と琉球王閏

す
で
に
力
説
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

琉
球
王
国
は
奄
美
・

沖
縄
・

先
島
の
三
地
域
を
版
図
と
す
る
独
円
の
国
家
で
あ

っ
た
。

そ
の
内
部
事
情
を
辞
令
書
に
よ
っ
て
窺
お
う
と
す
る
時、

ま
ず
大
雑
把
な
見
取
図
を
準
備
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

思
う
。第

一

に
、

王
国
に
お
け
る
拠
点
中
枢
機
能
の
問
題
が
あ
げ
ら
九
印
。

空
間
的
に
い
え
ば
汁
旦
と
那
覇
が
こ
の
機
能
を

第二

備
え
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が、

そ
の
場
人円、

廿
虫
と
那
新
が
機
能
的
に
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い

た
点
を
見
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

首
里
に
は
国
王
の
君
臨
す
る
王
宮
(
汁
里
城)

が
あ
り、

王
国
経
営
の
本
部
と
も
い

う
べ
き
王
府
(
首
里
王
府)

が
所
在
し
た。

国
王
H
王
府
の
命
令
は
汁
里
を
発
し
て
詩
地
方
に
下
達
さ
れ、

新
地
方
の
情

報
は
王
都
に
集
約
さ
れ
た。

む
ろ
ん、

王
国
の
外
交
主
体
は
国
王
で
あ
っ
た
か
ら、

廿
里
は
対
外
関
係
の
中
枢
都
市
で

も
あ
っ
た。

こ
れ
に
対
し
那
覇
は、

港
湾
を
軸
に
形
成
さ
れ
た
都
市
で
あ
り、

王
国
内
の
各
島
唄
お
よ
び
海
外
諸

を
結
ぶ
海
上
交
通
の
要
街
で
あ
っ
た。

注
目
さ
れ
る
の
は、

交
通
拠
点
で
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
形
で、

那
覇
に
は
い

く
つ
か
の
関
連
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う。

た
と
え
ば、

冊
封
使
の
滞
在
施
設
で
あ
る
天
使
館、

公
営
の
商

却
や
み
せ

取
引
き
所
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
親
見
世、

硫
黄
の
貯
蔵
施
設
で
あ
っ
た
硫
黄
城、

公
倉
と
し
て
用
い
ら
れ
た
御
物
城、

そ
れ
に
府
留
中
国
人
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
あ
る
店
営
(
久
米
村)

な
ど
対
外
関
係
の
施
設
・

機
能
の
ほ
か
に
、

宮
古
蔵
の

前
身
と
見
ら
れ
る
施
設
が
立
地
す
る
な
ど、

版
図
内
の
島
腕
行
政
に
か
か
わ
る
機
能
も
備
え
て
い
た
ら
し
い
。

奄
美
地 と

ナ
ハ
ン
ユ
1

域
に
お
い
て、

向
洋
侭
入
事
件
以
前
の
壬
同
時
代
を
指
し
て
「
那
覇
世
」

と
称
え
る
こ
と
も
右
の
背
景
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う。

竹
田一
の
も
つ
性
格
を
仮
に
パ
レ
ス
的
機
能
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば、

那
璃
は
ポ
l
ト
的
機
能
を
も
っ
と
こ
ろ
で
あ

り
、

こ
の
両
機
能
を
一

体
化
し
た
も
の
が
琉
球
王
国
に
お
け
る
拠
点
中
枢
機
能
の
木
質
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う。

第
二
に
、

右
の
拠
点
中
枢
機
能
を
前
捉
に
版
関
を
ど
の
よ
う
に
統
治
し
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る。

品目
旦
・

那
刑判
を
除
く
王
国
の
他
の
訪
地
域
は、

間
切
・

シ
マ
制
度
と
称
す
べ
き
地
方
行
政
制
度
に
よ
っ
て
医
分
さ
れ
総
括
さ
れ

シ
マ
(
近
世
琉
球
に
は
村
と
改
称)

と
は
集
務
的
景
観
を
も
っ
村
落
共
同
体
で
あ
り、

地
方
行
政
単
位
の

末
端

て
い
た。

と
し
て
把
相抗
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が、

間
切
は、

こ
れ
ら
の
シ
マ
を
い
く
つ
か
く
く
っ
て
把
射
さ
れ
た
よ
り
上
位

の
広
域
的
な
地
方
行
政
単
位
で
あ
っ
た。

当
然
の
こ
と
な
が
ら、

地
方
役
人
制
度
は
こ
の
間
切
・

シ
マ

制
度
を
基
準
に

ノ
ロ
な
ど
の
村
女、

行
旦
の
高
級
官
入
居
の
所
領
民
分、

机
税
制
度
な
ど
も
や
は
り
こ
の
間
切
・

設
定
さ
れ
て
お
り、

仮名表記とその背景

シ
マ

制
度
を
前
提
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く、

こ
の
間
切
・

シ
マ
制
度
を
主
軸
と
す
る
地
方

統
治
制
度
を
作
付
・

経
営
し
て
い
た
も
の
が、

汁
虫
城
を
拠
点
に
設
内

れ
て
い
た
竹
皿
王
府
で
あ
り、

王
府
部
内
に

は
同
政
全
般
を
管
掌
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
行
街
と
そ
の
た
め
の
要
只
(
広
人)

が
配
置
さ
れ
て
い
た。

前
立
で
す
で

に
解
説
し
た
よ
う
に
、

外
交
・

貿
易
は
王
府
の
経
営
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り、

使
船
は
官
船、

商
行
為
を
海
外
諮

問
で
お
こ
な
う
旅
役
も
ま
た
口
人
で
あ
っ
た。

さ
ら
に
、

王
国
特
有
の
制
度
と
し
て、

国
家
的
な
祭
配
・

儀
礼
を
挙
行

す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
の
問
符
大
計
を
頂
点
と
す
る
神
女
組
織
が
あ
り、

国
王
H
王
悶
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
支
え
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る
機
能
を
発
揮
し
た
の
で
あ
っ
た。
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以
上
に
略
述
し
た
状
況
を
辞
令
軒
が
ど
れ
ほ
ど
具
体
的
に
物
語
っ
て
く
れ
る
か、

い
よ
い
よ
個
別
分
析
に
入
り
た
い

と
思
う
が、

ま
ず
最
初
に
、

古
琉
球
辞
令
書
が
平
仮
名
で
表
記
さ
れ、

発
給
年
月
日
に
例
外
な
し
に
中
国
年
号
を
用
い

て
い
る
と
い
う
問
題
を
糸
口
に
し
て、

王
国
の
存
在
形
態
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。

辞令3と琉球主因

な
ぜ、

辞
令
古
は
平
仮
名
で
苦
か
れ
る
の
か
。

こ
の
時
期
に
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
記
録
と
し
て
は
辞
令
書
の
他
に
金
石
文、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』

が
知
ら
れ
て
い

F
の

わ
ん
し

か
か
ず

る
。

現
存
す
る
円
以
古
の
平
仮
名
表
記
の
金
石
文
は
、

宜
野
湾
市
字
嘉
数
に
あ
る
通
称
小
禄
墓
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る

師
緑
告
製
石
棺
に
陽
刻
さ
れ
た
「
弘
治
七
年
〔
一

四
九
四
〕、

お
ろ
く
大
や
く
も
い
、

六
月
吉
日
」

で
あ
ろ
う
。

中
国
舶

(
印)

来
の
師
緑
岩
を
川用
い
た
古一
厚
な
石
棺
が
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
中
期
に
か
け
て
し
き
り
に
銚
え
ら
れ
て
い
る
の
で

た
ま
う
ど
う
ん

い

ぜ

な

あ
る
が、

右
小
禄
基
の
一

基
の
ほ
か
に
王
家
の
墓
で
あ
る
首
里
の
玉
御
殿
に
四
基、

浦
添
ょ
う
ど
れ
に
四
基、

伊
是
名

玉
御
殿
に
二
基、

天
山
陵
に
一

基、

都
合

二
一
基
が
現
存
し
て
い
る。
、
花
口
さ
れ
る
の
は
、

第二

一
一
一
基
の
う
ち
四
基
に
は

刻
文
が
あ
り、

そ
の
い
ず
れ
も
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

小
禄
某
石
棺
を
除
く
三
例
を
紹
介
す
る
と、

「
打
虫
ぉ
ど
ん
の
を
も
い
が
な
し、

お
と
も
い
き
よ
か
ね
の
御
物
」
(
首
旦
の
玉
御
殿
東
室)、
「
き
こ
へ

大
き
ミ
の
あ
ん
じ

を
と
ち
と
の
も
い
か
ね
御
物
」
(
同
西
室)、
「
よ
そ
ひ
を
ど
ん
の
大
あ
ん
じ
お
ぎ
や
か、

お
も
ひ
ま
ぜ
に
が
ね
御
物
」
(
伊

(
臼)

是
名
の
玉
御
殿
東
由民〉

の
よ
う
に
平
仮
名
主
体
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら、

十
五
世
紀
末
i
十
六
世
紀
中

期
の
琉
球
に
お
い
て
は、

王
家
も
し
く
は
日
級
官
人
な
ど
を
葬
る
幕
内
の
石
棺
に
銘
杏
を
刻
む
風
が
あ
り、

そ
の
銘
告

は
漢
文
で
は
な
く
平
仮
名
を
も
っ
て
表
記
さ
れ
た、

と
い
う
一

つ
の
確
か
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る

(
漢
文
表
記
は
今
の
と
こ
ろ
一

例
も
発
見
さ
れ
て
い

な
い
)
。

碑
文
に
見
る
平
仮
名
表
記
は
表
E
1
3
を
一

覧
さ
れ
た
い
。

漢
文
の
み
で
表
記
さ
れ
た
も
の
、

平
仮
名
の
み
で
表
記

さ
れ
た
も
の
、

表
裏
に
区
別
し
て
平
仮
名
・

漢
文
両
方
を
刻
ん
だ
も
の
、

漢
文
表
記
の
一

部
に
平
仮
名
表
記
を
も
つ
も

の
な
ど
実
に
多
彩
で
あ
る
が、

明
確
に
確
認
で
き
る
こ
と
は
、

漢
文
と
な
ら
ん
で
平
仮
名
が
陰
刻
で
砕
石
に
多
用
さ
れ

(
臼)

て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う。

平
仮
名
碑
文
と
し
て
最
古
の
も
の
で
あ
る
玉
御
殿
の
碑
文
は、

廿
盟
お
ぎ
や
か
も
い
が
な
し
ま
あ
か
と
だ
る

御
一

人
よ
そ
ひ
お
ど
ん
の
大
あ
ん
じ
お
ぎ
や
か

御
一

人
き
こ
ゑ
大
き
ミ
の
あ
ん
じ
お
と
ち
と
の
も
い
か
ね

御
一

人
さ
す
か
さ
の
あ
ん
じ
ま
な
ぺ

だ
る

仮名表記とその背鼠

御
一

人
中
ぐ
す
く
の
あ
ん
じ
ま
に
き
よ
だ
る

御
一

人
ミ
や
き
ぜ
ん
の
あ
ん
じ
ま
も
た
い
か
ね

御
一

人
ご
ゑ
く
の
あ
ん
じ
ま
さ
ぶ
ろ
か
ね

御
一

人
き
ん
の
あ
ん
じ
ま
さ
ぶ
ろ
か
ね

御
一

人
と
よ
ミ
ぐ
す
く
の
あ
ん
じ
お
も
ひ
ふ
た
か
ね

し
よ
り
の
御
ミ
事

BJ 

い
上
九
人
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碑
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門
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神f荒
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のの砕
文

の 碑
文

石
碑
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碑

制(王徳
U
同呼

の
銘

石
門の

舶
文 碑

文

の
の

の東 銘のの
国の 北南 文

同
文

の
文
)

碑
砕
文

の
百
文

の年
名

。 。 。 0ムO 。 。 琉
球
文

4 仮名'F 文

漢 体00000 。 。 0000000 。
文

辞令占と琉球王国第二

。

0000 

屋
氏
店
社
城
の
碑
文

君
諸
の
欄

干
之

記

浦
添
城
の
前
の
碑
文

広徳
寺浦添親方塚碑

浦
添
ょ
う
ど
れ
の
碑
文

本
党
山
の
碑
文

三
三

四
一

万
腔二
五

四
八

天
啓

四

一
五

五
四

一
五

六二

一
五
九
七

一

六
二
O

一六二四

26 25 24 23 22 21 

00ムO

注
ム
は
碑
文
の
一

部
に
平
仮
名
琉
球
文

が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

。
『
琉
球
同
中
碑
文

記
』

よ
り

補
足
を
加
え
作

成 。
なお 、『金石文
||歴史資料調査報特むV』
参照 。

こ
の
御
す
ゑ
ハ

千
年
万
年
に
い
た
る
ま
で
こ
の
と
こ
ろ
に
お
さ
ま
る
べ

し

も
し
の
ち
に
あ
ら
そ
ふ
人
あ
ら
ば
こ
の
す
ミ

見
る
べ

し

こ
の
か
き
つ
け
そ
む
く
人
あ
ら
ハ

て
ん
に
あ
を
ぎ
ち
に
ふ
し
て
た
L
る
べ

し

仮名1も;己とその背畏

大
明
弘
治
十
四
年
九
月
大
吉
日

と
刻
ま
れ
る
。

辞
令
許
同
様
の
限
定
句
「
御
一

人
」

を
も
つ
こ
と
は
前
に
指
摘
し
た
と
お
り
だ
が、

そ
の
他
に
辞
令
書

と
同
文
句
の
「
し
よ
り
の
御
ミ
事
」、

つ

ま
り
国
王
H

尚
真
王
の
訊
を
意
味
す
る
言
葉
も
登
場
し
て
い
て
興
味
ぷ
か
い
。

一

見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

王
家
の
基
の
一

角
に

建
つ
こ
の
碑
文
も
純
然
た
る
平
仮
名
表
記
な
の
で
あ
る
。

3 
仮
名
表
記
の
背
景

85 
碑
文
も
ま
た
先
の
石
棺
銘
者
同
様
に
、

十
五
世
紀
末
i
十
六
世
紀
の
琉
球
王
国
に
お
い
て
平
仮
名
表
記
が
普
段
に
用
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い
ら
れ
て
い
た
状
況

を
物
語
っ
て
い
る。

「
お

も
ろ
さ
う
し
』

巻
一
(
き
こ
ゑ
大
き
み
が
お
も
ろ 、

首
盟
王
府
の
御
さ
う
し)

は 、

王
府
祭
記
の
歌
謡
集
成
と
し
て
嘉

た
と
え
ば
そ
の
口
頭
に
登
場
す
る
次
の
一

首
「
あ
お
り
や
へ
が
附」 、

辞令書と琉球王国

哨
十
年
(一
五
三
一
)
に
編
集
さ
れ
た

も
の
だ
が 、

き
こ
ゑ
大
ぎ
み
ぎ
や

お
れ
て

あ
す
び
よ
わ
れ
ば

て
に
が
し
た

第二

た
い
ら
げ
て

ち
よ
わ
れ

又

と
よ
む
せ
だ
か
こ
が

又

し
よ
り

も
り
ぐ
す
く

又

ま
だ
ま
も
り
ぐ
す
く

に
見
る
よ
う
に、

こ
の
祭
配
歌
謡
集
に
収

め
ら
れ
た
オ
モ
ロ
の
す
べ
て

も
ま
た
平
仮
名
で
表
記

れ
て
い
る。

エ
リ
ー
ト

府
の
眠
る
石
棺
の
銘

文
と
い
い

、

国
王
の
命
令
・

事
院

を
刻
む
碑

文
と
い
い

、

さ
ら
に
ま
た
右
の
オ
モ
ロ

を
収

め
る
王
府
の
祭
配
歌
謡
集
と
い
い 、

そ
れ
ら
が
辞
令
書
同
様
に
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か。

少
な

く
と

も、

我
々
は
王
国
に
お
い
て
公
用
の

文
章
表
現
と
し
て
平
仮
名
が
多
用
さ
れ
定
着
し
て
い
た
状
況

を
疑
問
の
余
地

な
く

確
認
で
き
る。

外
交

文
書
集
「
歴
代
宝
案』

所
収
の
表

文
や
呑

文、

符
文、

執
照
な
ど
が
例
外
な
し
に
漢

文
で
表

記
さ
れ 、

碑
文
の
過
半
が
や
は
り
漢

文
で
書
か
れ
て
い
る
状
況
と
対
照
す
る
な
ら
ば 、

平
仮
名
表
記
は
漢

文
表
記
と
な

ら
ぷ
王
国
の
公
用
の
文
章
表
現
だ
っ
た
の
で
あ
る 。

と
く
に

、

辞
令
書
と
い
う
重
要
な
行
政
的
意
義
を
帯
び
た
公
文
書

が
平
仮
名
表

記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は 、

右
の
事
情

を
象
徴
的
に
示
す

も
の
と
い
え
よ
う。

で
は 、

何
故
に
平
仮
名
な
の
か。

そ
の
最
大
の
理
山
は 、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』

に
示
さ
れ
る
よ
う
に、

表
音

文
字
と

し
て
の
平
仮
名
が 、

十
五
世
紀
中
期
に
は
す
で
に
確
立
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
王
国
の
巾
火
語 、

つ
ま
り
行
里
語
を

音
と
し
て
表
わ
す
の
に
有
別
だ
っ

た
か
ら
で
あ
り、

同
時
に
ま
た、

石
棺
銘
書
や
碑

文、

そ
れ
に
辞
令
書
に
示
さ
れ
る

表 ょ
に う
平 に
仮
名 11、 _m
裏 話
に 混
漢 り

文 の
を 中

も1せ
っ 候
浦2文
添Zを
城ぶ認
のくめ
前 る
の 表
碑(記

文包と
( し

芸品
flEも
ギ 雪

を で
例 あ
に つ
挙 た
げ か
る ら
と に

ほ
橋 か
梁 な

ら
道 な
路 い
工 。

事 た
の と
竣 え
工 ば

を
祝
し
て
村
女
ら
が
制
し
た
首
旦
語
に
よ
る
科
唄
ミ
セ
ゼ
ル

を、

そ

ひ
そ

却
も

を
表
記
す
る
こ
と
が
で
き
ず 、

単
に
「
夫
れ
窃
か
に
以
ふ
に、

表
文
は
全

文
精
確
に
刻
む
の
に
対
し、

裏
文
は
こ
れ

人
力
の
致
す
所
に
非
ず 。

是
れ
す
な
わ
ち
神
威
の
擁
街

仮名表記とその背景

な
り
」
(
原
漢
文)

と
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い

。

ま
た、

表
文
が
「
ミ

は
い
お
き
な
ハ
の
天
が
下
の
あ
ぢ
げ
す
お
ゑ
人
わ
か

87 

人
お
な
ご
わ
ら-へ
ま
で

も
お

も
ひ
事
ハ

、

首
里
て
だ
が
す
ゑ
あ
ん
じ
お
そ
ひ
が
な
し
天
の
ね
い
し
ま
い
し
の
や
に
い
つ

ま
で

も
御
ち
よ
わ
い

め
し
よ
わ
る
御
か
ほ
う
ね
が
ひ
申
候
て
よ
る
も
ひ
る

も
ミ

は
い

を
が
ミ
中
俣」

と
述
べ
る
く
だ
り

を、

哀
文
は
「
橋
路
新
成
の
後 、

近
円一切
述
帆
の
人
民
之
を
仰
ぐ
こ
と、

泰
山
北
斗
の
如
し。

斯
の
勝
善
勲
力
に
怒
り、

同
家
太
平
の
決
基
万
々
世
に
致
る
」
(
原
漢
文) 、

と
抽
象
的
に
表
現
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る。

右
の
事
例

を
見
て

も

う
な
ず
け
る
よ
う
に、

平
仮
名
表
記
の
ほ
う
が
漢

文
表

記
に
比
べ
て
竹
児
訟
の
背
表
記、

村
山ぃ一
語
混
り
の

文
体

を
表
現

す
る
の
に
好
都
合
だ
っ

た
の
で
あ
る。
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出川
球に
仮
名
文
字が
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
過
で
招
来
さ
れ
た
の
か 、
今の
と
こ
ろ
事
情は
不
明で
あ
る
が 、
し
か
し 、

辞令書と琉球王国

お
お
よ
そ
の
状
況
を
把
似
し
う
る一
定の
手が
か
り
は
残
さ
れ
て
い
る 。

(お)

田
中
健
夫は「
室
町
耕
作
と
琉
球
と
の
関
係の一
考
結
||

琉
球
川
王に
充
て
た
足
利
将
市乃
之AUげ
を
中
心に」
と
題

す
る
論
文
の
中
で、

「
速
歩
色
葉
集
」
(
元
包
二
年
京
大
本)

所
収
の
応
永
二
十
一

年
(
一

四
一

四)

の
次
の
文
書、

御
文
くハ
し
く

見
申
候 、
し
ん
上の
物
ど
も
た
し
か
に
う
け
と
り
俣
ぬ 、

応
永廿一
年十一月廿五日

第二

り
う

司列国の
よ
の
ぬ
しへ

を
は
じ
め 、
現
存
す
る
琉
球
菌
王
あ
て
の
足
利
将
軍の
文荒川
写し
四
件
を
紹
介し
て 、
こ
れ
ら
の
文
書が
い
ず
れ
も
御

内
科
版
式の
仮
名九引い
き
で
あ
る
点に
注
意
を
促し 、
」
れ
ら
の
「
文
書は
明
や
朝
鮮に
対
す
る
外
交
文
書
と
は
形
式

を
まっ
た
く

具に
し 、
基
木
的に
は
関
内の
家
臣に
送っ
た
御
内
舎の
形
式
に
よっ
た
もの
で
あ
り 、
た
だ
日
本
年
号

や
印
立
を
用い
る
こ
と
に
よっ
て
区
別
し
た」
に
す
ぎ
ない
と
し
た 。
そ
し
て 、
何
故に
国
王
あ
て
の
将
軍の
文
書が

仮
名
文に
なっ
た
か
に
つ
い
て
は 、
そ
の
最
大の
「
理
由
は
琉
球
国
王の
足
利
将
軍に
充
て
た
文
書(疏)
が
仮
名
書
き

で
あっ
た
こ
と
に
肢
も
大
き
な
原
凶が
あっ
た
の
で
は
ない
か」
と
桁
摘し
た
う
え
で 、
「
琉
球
に
と
っ
て
日
本が
漢

文
文
占に
よ
る
通
交の
相
手
国と
し
て
は
な
識
さ
れ
て
い
な
かっ
た
こ
と」 、
し
た
がっ
て 、
「
琉
球
国
王の
足
利
将
軍

に
充
て
た
文
衿は 、
他の
諸
外
国の
王に
充
て
た
恋
文
な
ど
の
文
書と
は
本
質の
異
な
る
独
円の
も
の
と
考
え
るべ
き

で
は
な
か
ろ
う
か」 、
と
相
摘
し
て
い
る 。

唱
者
も
右
の
理
解
に

基
本
的
に
賛
立
を
表
し
た
い
。

田
中
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、

琉
球
と
諸
外
国
と

の
漢
文
表
記の
外
交
文章一H
を
集
成
し
た
「
山
代
官
楽」
に
は
日
本の
分が
全
く

含
ま
れ
て
い
ない
点に
よ
く

象
徴
さ
れ

る
よ
う
に 、
琉
球の
外
交に
お
い
て
対
円
木
関
係
は
訪
問
と
は
列に
扱
わ
れ
た
の
で
は
な
く 、
い
わ
ば一
精の
同
文
同

積
立
識に
立つ
同
胞
観が
そ
の
某
礎に
お
か
れ
て
い
た
と
忠
わ
れ
る 。
こ
の
こ
と
も
あっ
て 、
琉
球
国
王
が
足
利
将
軍

あ
て
に
仮
名
九
き
の
文
汗
を
出
し 、
こ
れ
を
受
け
て
将
市
も
ま
た
仮
名
A
の
文代け
を
送っ
た
の
だ
ろ
う 。
右の
・点
を

日
府の
側
か
ら
比
る
と 、
田
中が
い
う
よ
う
に
「
足
利
将
平
は 、
朝
鮮に
対
し
て
は
白
木は
つ
ね
に
朝
鮮の
上
位に
あ

る
とい
う
伝
統
的
な
悶
際
認
識
を
継
承
し 、
新
興の
琉
球
国
王に
対
し
て
は 、
な
か
ぱ
外一区
で
あ
り 、
な
か
ぱ
は
家
臣

で
あ
る
とい
う
峻
昧
かつ
親
近
の
態
度
を
と
る
こ
と
に
よっ
て 、
東ア
ジ
ア
囚
際
社
会に
お
け
る
日
本の
独
自の
立
場

を
表
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
かっ
た
ろ
う
か」 。

仮名表記とその背京

4 

日
本
的と
そ
の
役
剖

し
か
し 、
右の
点
か
ら
旧
来の
説に
見
ら
れ
る
よ
う
な
琉
球
u

附
山
同
論
を
導
き
出
すの
は
妥
当
で
ない 。
琉
球・

日
本
彼
我
の
問に
お
互い
を
純
然
た
る
外
同
と
は
凡
ない
同
文
同
和
的
な
同
胞
観が
基
礎に
あっ
た
と
し
て
も 、
ま
た 、

琉
球
国
王
が
仮
名
衣
記
の
文
書
を
足
利
将
軍
あ
て
に
送り
こ
れ
に
応
え
て
将
軍が
国
王に
仮
名
書
き
の
御
内
詩
形
式の

返
芹
を
泣っ
た
と
し
て
も 、
こ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
琉
球
王
国
が
円
本の
附
山
国
だっ
た
と
い
う

結
論
が
導か
れ
る
の
で

89 

「
な
か
ば
外
国
で
あ
り 、
な
か

は
ない 。
将
引の
川
王
あ
て
の
御
内
科
形
式の
流
計
は
足
利
非
府
が
琉
球に
対
し
て
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ぱ
家
同
で
あ
る
と
い
う
峻
昧
か
つ
親
近
の
態
皮」
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
り、
流
山内
同
五
が
現
に
将
軍

辞令書と琉球ヱ同

の
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
な
ん
ら
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い。
し
か
も、

家
臣
H
附
開
国
で
あ
っ
た
と
い
う
事

(
幻)

突
を
証
明
す
る
根
拠
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら、

琉
球
H
附
山
国
論
は
こ
の
時
期
の
幕
府
の
対
外
観
念
を
め
ぐ
る

問
題
で
は
あ
り
え
て
も、

歴
史
の
尖
休
を
争
う
問
題
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る。

梅
木
哲
人
「
琉
球
国
王
古
翰
の
検

(
臼)

討

||
異
国
の
構
造
試
論」
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に、
「
戦
国
期
を
経
て
翌
日
秀
吉
の
時
代
に
な
る
と
文
書
は

「
御
内
来日」
の
様
式
で
は
な
く、

外
交
文
舎
の
形
態
を
と
る」
の
で
あ
り、

中
世
に
お
け
る
琉
球
と
院
厚
の
関
係
に
し

第二

て
も
「
対
等
な
外
交
関
係
を
維
持
し
て
い
た
」

の
で
あ
っ
て、
「
附
府
の
芥
翰
」

状
況
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

の

で
あ
る。

そ
れ
に、
琉
球
王
国
の
外
交
業
務
に
お
け
る
人
材
集
団
の
関
与
の
状
況
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う。
琉
球
に
お

い
て
は、

中
国
や
朝
鮮・
東
南
ア
ジ
ア
訪
問
向
け
の
外
交
文
許
作
成
を
中
心
と
す
る
業
務
は
府
営
(
久
米
村)
の
中
国
人

た
ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
が、
R
木
向
け
の
外
交
業
務
は
も
っ
ぱ
ら
渡
琉
の
日
本
禅
僧
た
ち
が
担
当
し
て
い
た。

波
琉

m
た
ち
は
琉
球
諸
寺
の
閉
山
と
な
り
仏
教
の
普
及
に
尽
す
と
と
も
に
、

学
芸
方
面
の
教
授
と
し
て
も
活
躍
し
た
が、

そ

の
い
っ
ぽ
う
で
知
見
を
生
か
し
て
対
日
本
外
交
に
参
与
す
る
者
が
か
な
り
い
た
ら
し
い。
そ
の
代
表
的
な
人
物
の
一

人

か
い
い
ん

に
芥
隠
承
現
が
い
る。

彼
は
も
と
も
と
京
都
南
柿
寺
の
和
尚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が、
琉
球
布
教
を
志
し
臨
時中
を
経
て

尚
泰
久
治
世
下
の
十
五
世
紀
中
期
に
来
琉
し
た。

尚
泰
久
な
ど
各
王
の
一厚
遇
を
得
て、

広
厳・
普
門・
天
竜
三
寺
の
関

山
と
な
る
と
と
も
に
、

尚
真
玉
代
に
は
琉
球
一

の
格
式
を
誇
る
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
円
覚
寺
の
開
山
と
な
り
、

琉

球
仏
教
史
に
巨
大
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
芥
隠
が、

文
正
元
年
(
一

四
六
六〉

に
琉
球
使
節
の
一

員
と
し
て
参
府

し
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
王
・

将
平
間
の
仮
名
表
記
の
文
科
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て、

こ
の
よ

う
な
渡
琉
的
の
存
在
と
活
動
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り、

彼
ら
と
はサ
府
外
交
の
参
与
で
あ
っ
た
五
山
僧

と
の
関
係
を
念
頭
に
容
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る。

お
そ
ら
く、
琉
球
に
お
け
る
仮
名
文
は
こ
の
渡
琉
的
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、
そ
の
表
記
上
の
担
い

手
も
長
く
刑
侶
た
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

時
代
的
に
は
十
三
判
紀
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
が、

十
五

世
紀
初
頭
に
は
す
で
に
仮
名
文
の
文
書
を
足
利
将
軍
に
呈
し、
こ
れ
に
応
え
て
将
平
も
「
り
う
き
う
国
の
よ
の
ぬ
し」

(
琉
球
国
の
世
の
主
H
国
王)
あ
て
に
仮
名
文
の
文
書
を
送
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た。
そ
し
て、
仮
名
文
は
琉
球
に

仮名表記とその背景

お
い
て
公
用
文
と
し
て
定
着
し、

現
存
の
史
料
で
見
る
と、

十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
石
棺
の
銘
許
や
碑

文、

祭
記
歌
謡
そ
し
て
辞
令
書
な
ど
の
表
記
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
和
文
の
候
文
体
を
基
調
と
す
る
点
で
古

琉
球
の
仮
名
文
に
基
本
的
な
変
化
は
な
い
が、

時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
随
所
に
琉
球
的
な
許
い
ま
わ
し
が
多
用
さ

れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と、

言
語
学
者
の
中
木
正
利
が
い
う
よ
う
に
「
琉
球
語
で
記
述
し
よ
う
と
す

る
意
識」
が
強
く
働
く
よ
う
に
な
り、
そ
の
結
果
と
し
て、
「
琉
球
王
閃
の
安
定
と
隆
盛」
に
述
勤
し
て
十
六
世
紀
初

(
印)

期
に
は
「
琉
球
語
文
が
臼
ら
の
手
で
よ
う
や
く
文
字
に
写
し
出
さ
れ」
る
状
況
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た。
こ
の
仮
名
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文
の
「
琉
球
語
文」
化
も、
琉
球
に
お
け
る
仮
名
表
記
の
定
着
を
示
す
現
象
の
背
景
の
一
つ
を
な
す。
京
消
十
三
年

き
く
は
う
し
ち
ん
か
ん

(
一
五
三
阿)

に

来
琉
し
た
冊
封
使
陳
侃
は
そ
の
報
告
「
使
琉
球
録
』

群
告
質
問問
の
一

節
に、
「
防
匝
の
子
見
と

凡
氏
の
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そ
な

俊
秀
な
る
者
は、

則
ち
中
国
の
丹
を
内
抗
せ
し
め、

以
て、

他
日、

長
史、

通
事
の
用
に
仇
ふ。

立ハ
の
余
は、

但、

係

(
円引)

伯
に
従
ひ
て
悉
字
を
書
す
る
を
学
ぶ
の
み」
と
記
し
て
い
る。

倭
m
に
就
い
て
容
字
H
仮
名
文
を
学
ぶ
こ
の
事
態
も、
一

辞令;写と琉球王同

や
は
り
仮
名
文
の
琉
球
社
会
に
お
け
る
定
所
ぶ
り
を
う
か
が
う
事
象
の
一
つ
と
い
え
る
だ
る
う。

安
良
城
盛
昭
は
「
沖
縄
史
研
究
の
訪
問
題
(
そ
の
一
)
」

の
中
で、

古
琉
球
辞
令
来日
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
点
に
と
く

に
注
意
を
促
し
た
う
え
で、
「
ウ
チ
ナ
!
グ
チ
は
中
国
語
よ
り
は
る
か
に
日
本
語
に
近
く
日
本
文
字
で
表
記
し
た
方
が、

よ
り
正
確
に
表
現
で
き
る
と
い
う
考
え
が、

行
里
王
府
に
強
く
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り

同
時
に
そ
の
辞
令
書
が

第二

首
里
王
府
の
内
部
だ
け
で
適
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て、

北
は
奄
美
か
ら、

雨
は
八
重
山
に
至
る
ま
で
〔
中
開〕
広

し
よ
う
し
よ
う
け
ん

で
あ
る
と
し、

近
世
の
十
七
世
紀
後
期
に
向
象
賢
が
「
羽

く
交
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
尖
の
な
味
す
る
所
は
重
大」

地
仕
置』
の
中
で
展
開
し
た
い
わ
ゆ
る
日
琉
同
机
論
は、
「
何
も
向
象
賢
個
人
が、

新
し
く
思
い
つ
い
た
と
い
っ
た
も

の
で
は
な
く、

店
洋
の
琉
球
征
服
後
に

強
制
さ
れ
た
と
か、
あ
る
い
は
強
制
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
島
津
に
お

も
ね
っ
た
為
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
解
釈
を、

(
臼)

い
る」、

一
挙
に
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
事
実
を

辞
令
持
は
我
々
に
つ
き
つ
け
て

と
述
べ
て
い
る。

以
上、

辞
令
書
が
仮
名
表
記
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
め
ぐ
る
問
題
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る。

①
仮
名
文
字
は
お

そ
ら
く
十
三
世
紀
以
後
に
日
本
か
ら
渡
来
し
た
れ
似
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ、

十
五
世
紀
初
期
に
は
琉
球
の
対
日
外
交

に
参
与
し
た
白
木
似
た
ち
に
よ
り
仮
名
表
記
の
文
書
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た。

②
そ
の
後
仮
名
文
字
は
琉
球
に

お
い
て
定
着
し、

十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
に
は
辞
令
書
を
は
じ
め
石
棺
銘
害、

碑
文、
「
お
も
ろ
さ
う
し」
の
記

述
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、

明
確
に
琉
球
内
に
お
い
て
漢
文
と
と
も
に
公
用
文
の
位
置
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た。

③
こ
の
背
景
に
は、

表
音
文
字
で
あ
る
仮
名
が
琉
球
語
を
表
わ
し
ゃ
す
い
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
ほ
か、
よ
り
根
底

的
に
は
口
木
語
の
系
統
に
属
す
る
琉
球
語
を
仮
名
文
の
ほ
う
が
文
体
を
も
含
め
て
表
記
し
や
す
い、
と
い
う
言
語
に
対

す
る
琉
日
間
の
強
い
親
近
感
が
横
た
わ
っ
て
い
た。
し
た
が
っ
て、

④
琉
日
間
に
は
国
家
を
異
に
し
な
が
ら
も、

お
互

い

か二
般
の
外
国
と
は
考
え
な
い
一
稲
の
同
文
同
和
意
識
に
立
つ
同
胞
観
が
そ
の
基
礎
に
あ
り、

そ
れ
が
後
に
展
開
さ

れ
る
日
琉
同
祖
論
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た。
こ
の
よ
う
に
総
括
す
る
と、

古
琉
球
に
お
け
る
仮
名
文
字
の
問
題、

と
く
に
そ
れ
が
王
国
の
根
幹
に
触
れ
る
公
文
書
と
し
て
の
辞
令
書
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は、

琉
日

(
臼)

関
係
の
あ
り
ょ
う
を
み
ご
と
に
照
射
す
る
事
実
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う。

5 

中
国
年
号
表
示
の
問
題

仮名表記とその背景

古
琉
球
辞
令
書
は
仮
名
文
で
表
記
さ
れ
る
と
同
時
に、

そ
の
発
給
年
に
は
必
ず
中
悶
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
宍

に
も
着
目
す
べ
き
で
あ
る。
こ
の
事
実
は、

仮
名
表
記
が
過
渡
期
辞
令
書
の
段
階
に
く
ず
れ
は
じ
め、

近
世
琉
球
辞
令

世一け
に
至
っ
て
す
っ
か
り
漢
文
表
記
に
そ
の
庫
を
譲
ず
る
変
化
の
過
程
に
比
べ
る
と、

琉
球
辞
令
書
の
歴
史
全
体
に
一
貫

す
る
特
色
の
一
つ
で
あ
っ
た。

何
故
に
辞
令
書
の
発
給
年
は
中
同
年
号
で
表
わ
さ
れ
る
の
か。

琉
球
に
お
け
る
中
国
年
号
の
使
用
は、

巾
山
王
察
皮
が
洪
武
帝
の
仰い
諭
に
応
じ
て
入
貢
し
た
洪
武
五
年
(一
三
七
二)

93 

の
時
点
よ
り
は
じ
ま
る。
「
明
実
録』
に
よ
る
と、

察
度
は
そ
の
弟
泰
期
を
泣
わ
し
表
を
奉
げ
方
物
を
献
じ
た
が、
vv
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れ
に
対
し
洪
武
常
は
純
金
文
紛
・

紗
椛
作
冗
円
を
山内小
皮
に
問
う
と
と
も
に

、

大
統
時
を
給
し
た 。

以
後 、

同
封
-

m-
T

関
係
の
展
開
に
と
も
な
い
正
朔
を
奉
ず
る
こ
と
が
琉
球
の
例
と
な
り 、

こ
の
形
式
は
琉
球
処
分
に
よ
り
王
国
が
崩
壊
Jq

る
ま
で
の
五
0
0
年
間
つ
づ
く

の
で
あ
る。

こ
の
こ
と
を
哀
許
き
す
る
よ
う
に

、

琉
球
内
に
お
い
て
は
名
刺
の
公
文

(
臼
)

害
・

記
録
な
ど
に
ほ
ぼ
例
外
な
し
に
中
同
年
号
が
用
い
ら
れ
て
お
り 、

古
琉
球
に
お
い
て
も
外
交
文
書
は
も
と
よ
り

碑

文 、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」 、

石
棺
銘
文
な
ど
に
中
国
年
号
が
明
記
さ
れ
て
い
る。

辞
令
書
も
ま
た 、

冊
封
・

進
貢
関
係
下

辞令ザ?と琉球王同

に
お
い
て
正
朔
を
奉
ず
る
琉
球
王
国
の
慣
例
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る。

つ
ま
り 、

辞
令
書
に
お
け

る
仮
名
表
記
が
琉
日
関
係
の
内
怖
を
映
し
出
し
て
い
る
の
に
対
し 、

発
給
年
の
表
示
は
琉
中
間
の
外
交
的
関
係
を
明
示

す
る
の
で
あ
り 、

両
者
あ
い
ま
っ

て
中
口
両
国
に
対
す
る
琉
球
の
関
係
の
あ
り
ょ
う
を
辞
令
官
が
み
ご
と
に
象
徴
し
て

い
る
こ
と
に
な
る。

第二

な
お

、

辞
令

に
お
け
る
中
国
年
号
表
示
に
関
し
て

、

明
清
交
枠
期
に
発
給
さ
れ
た
過
渡
期
辞
令
書
中
に
興
味
ぷ
か

い
事
例
が
い
く

つ
か
見
受
け
ら
れ
る。

多
良
川
日
の
辞
令品川口
四
点
の
う
ち
の
二
点 、

す
な
わ
ち
仲
筋
与
人
職
叙
任
辞
令

書 、

多
良
間
村
里
大
屋
子
職
叙
任
辞
令
許
は
発
給
年
月
日
を
そ
れ
ぞ
れ
「

弘
光
元
年
八
月
十
日
」
「
隆
武
三
年
八
月
廿

八
日
」

と
表
示
し 、

中
城
ノ
ロ
職
叙
任
辞
令
書
で
は
「
隆
武
八
年
二
月
五
日
」

と
表
示
さ
れ
て
い
る。

崇
禎
十
七
年

(一
六
四
四)

に
明
は
滅
び
清
は
改
元
し
て
順
治
元
年
と
す
る
が

、

し
か
し
、

琉
球
で
は
清
朝
に
抵
抗
し
た
い
わ
ゆ
る
南

明
政
権
の
元
号
で
あ
る

弘
光
H

福
王
元
年
(一
六
四
五) 、

隆
武
H

屑
王
三
年

三
六
四
七) 、

同
八
年
を
用
い
て
い
る
こ

と
に
な
る。

こ
の
例
は
玉
御
殿
東
宝
内
の
石
厨
子
銘
舎
の
中
に
も
見
ら
れ 、

た
と
え
ば
尚
笠
王
の
も
の
に
は
「
崇
禎
十

亥 三
九 年
月 LH
tIr Jj三
口 五
ニ JJ
御 十
お 八
く 円
り ニ
、 お

隆、 く
武、 り
七、 、
年、弘、
辛 光、
卯 二、
阿 年、
月 丙
廿 戊門

日 日v
ふ ニ
ね ふ
げ ね
ら げ

へ ら
申(へ
侯g候
Lー しー

と
m 尚
三ミ 賢
三王
れ の
て も
い の
る に。 は
い 「
う 降、
ま 武、
で 三、
も 年、
な 了

く
こ
れ
ら
の
例
は 、

明
朝
滅
亡
後
も
琉
球
が
ひ
と
ま
ず
雨
明
政
権
を
支
持
し
、

南
明
政
権
の
弱
体
化
に
と
も
な
っ
て
新

(
侃
)

し
い
中
国
の
刑判
者
清
朝
に
帰
順
す
る
に
至
る
ま
で
の
状
況
経
過
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た 。

正
朔
を
奉
ず
べ
き
相
手

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
の
事
態
は 、

明
山川
交
枠
期
と
琉
球
処
分
期
を
除
い
て
は
現
尖
の
も
の
と
な
ら

な
か
っ
た
が 、

し
か
し
あ
え
て
指
摘
す
る
な
ら
ば 、

中
同
年
号
の
表
示
問
題
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
琉
球
王
悶
の
同
際

的
位
置
を
象
徴
す
る
問
題
の
一
つ
で
あ
り 、

そ
れ
な
る
が
ゆ
え
に
閃
際
的
位
置
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
情
勢
の
変
化
が
芯

起
す
る
と
、

年
号
表
示
も
ま
た
動
円附
す
る
運
命
と
な
る
の
で
あ
る。

明
治
交
替
に
と
も
な
う
正
朔
問
題
は
こ
の
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る。

仮名表記とそのn呆

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に

、

辞
令
パ
に
お
け
る
仮
名
表
記
が
琉
円
関
係
を 、

発
給
年
表
示
が
琉
中
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
象

徴
す
る
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば

、

次
に
問
題
と
な
る
の
は 、

そ
の
よ
う
な
悶
際
関
係
を
合
み
つ
つ
琉
球
王
同
は
ど
の
よ

う
に
経
併目
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う。

辞
令
芥
を
発
給
す
る
持
が
お
り
、

ま
た 、

こ
れ
を
受
給
す
る
将
が
お

り
、

そ
の
う
え
に
辞
令
書
に
よ
っ
て
指
示

れ
る

ま
ざ
ま
な
給
与
内
存
と
し
て
の
諸
制
度
を
も
っ
と
こ
ろ
の
閃
家
を

ど
う
把
握
す
る
か 、

と
い
う
問
題
で
あ
る。

こ
の
点
を
荒
を
改
め
て
只
体
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い

。
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(
1)

伊
波
普
猷
全
集
』

第
九
巻
(
41
凡
社、

(
2)
同
右
第
四
巻
所
収。

(
3
)

伊
波
先
生
記
念
論
文
集
編
第
委
員
会
制
『
南
向
論
議
』

所
収、

の
ち
新
川ヒ
忠
二一
制
『
沖
縄
文
化
論
叢
』

1
(
平
凡
社、

九
七
二
年)

に
再
録。

(
4)
『
仲
ば
いいぽ
忠
全
集
』

第
二
巻
(沖
縄タ
イ
ム
ス
社、
一
九
七
七
年)

所
収。

(
5
)

同
右
所
収。

(
6)
『
琉
球
新
報
』
一

九
五
九
年
二
月
一

七
t一一
一

日
(
五
同)。

(
7)
川
氏
『
近
世の
琉
球
』
(
法
政
大
学
出
版
川、
一
九
七
五
年)
所
以。

(
8
)

『
征
夫
郷
土
研
究
会
報
』

第
九
せ、

の
ち
品
M
敏
雄
制
『
奄
美
の
文
化
』
(
法
政
大
学
出
版
川、
一

九
七
六
年)

に
収
録。

(
9
)

『
沖
縄
文
化
』
一
二
三
・

三
四
合
併
号。

(叩)
その
講
泌
録が
「沖
縄
史
研
究の
諸
問題
(その一)」
の
題で
同
氏
『新・
沖
縄
史
論』
(沖
縄タ
イム
ス
社、
一
九
八

O
年)
に
第
一

部
第
二
論
文
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る。
引
用
は
同
占
に
拠
っ
た。

(
日)
『沖堅
円一川地
別
調
査
報
告
存
||
沖
縄
県
文化
財
調
究
報化刊
行第
六集』
(沖
縄
県
教
育
委
日
会)
所
収、
の
ち
同氏
『新'

沖
抑制
巾入
品
』

に
第
二
部
第
三
論
文
と
し
て
収
録。

(ロ)
『城
山時
新
報』

収
録。

一

九
七
五
年)

所
収。

第二

一

九
七
八
年
六
刀
二
七
l
二
九
日
(一
二
同)、
の
ち
同
氏
『新・
沖
縄
史
論』

に
第
二
部
第
一

論
文
と
し
て

(
日)

沖
縄
川市

教
育
委
員
会。

こ
の
報
告
占
は
辞
令
叫
に
関
す
る
日
も
ま
と
ま
っ
た
集
成
で
あ
り
、

上
江
洲
敏
夫
の
詳
細
な
解
題

が
付
さ
れ
て
い
る。

た
だ
残
念
な
が
ら、

い
く
つ
か
の
辞
令
升
の
存
在
を
けん
落
し
て
お
り、

本
文
の
読
み
に
も
枯れ
干
の
誤
読
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が
兄
ら
れ
る
の
で
完
全
な
もの
と
は
い

え
な
い
。

な
お、

安
良
城
は
企
両
や
調
査
に
参
加
は
し
て
い
る
が、
報
告
書
の
執
筆

に
は
参
加
し
て
い

な
い。

(
U)

『
沖
組
史
料
編
集
所
紀
要』

第
三
号、

の
ち
「
古
琉
球
辞
令
苦
と
そ
の
形
式
」

と
改
題
し
て
拙
著
『
沖
縄
歴
史
論
序
説』

(一一
二

丹
討、
一

九
八
O
年)
に
第
一

部
E
論
文
と
し
て
収
録。

(
日)
『
陀
史
研
究
』

第
二
六
二
号
(
新
人
物
往
来
社)。

(
日)
『
附
史
研
究』
第一
三
・
三
二
作
併
号
(
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会)。

(
口
)

山
中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係』
(
吉
川
弘
文
館、
一

九
八
七
年)

所
収。

(
印)

『計
令
占
的寸
古
文
持調
査
報
告
持
』

二
六ペ
ージ
に
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る。

(
川口
)

川
右
報
告
計
四
二ペ
ージ
に
写
真が
掲
げ
ら
れ
て
い
る。

(
加)

川
右報
此口
許
七
三
ペ

ージ
に
写
瓦が
掲
げ
ら
れ
て
い
る。

(
幻)

干
支
を
も
つ
の
は
近
世
琉
球
辞
令
書
以
後
に
属
す
る
の
で
あ
る
が、

し
か
し、

過
渡
期
辞
令
舎
の
中
で
順
治
十
六
年
(
一

六
五
九)

の
渡
名
書
店
大
屋
子
職
叙
任
辞
令
書
以
後の
数
点
に
干
支が
入
っ

て
い
る
点
に
注
意。
現
時
点
の
事
例
に
照
し
て

考
え
る
と、

干
支の
挿
入
は
過
波
期
辞
令
書の
末
期
段
階
か
ら
は
じ
ま
り、

近
世
琉
球
辞
令
普
段
階
に
入
っ

て一
般
化
し
た、

と
い

えそ
う
で
あ
る。

(
幻
)

こ
の
昨
令
刊
の
文
面
は
「
首
屯
之
御
詔
/
瓦
和
志
間
切
/
儀
問
虫
主
所
者
/
儀
問
筑
登
之
親
雲
上
給
之
/
康
照
十
年
辛
亥

正
月
十
七
日」
で
あ
る。
『.
辞
令
書
等
古
文
許調
査
報
告
許』
五
五ペ
ー
ジ
参
照。

(
お)

球
防
研
究
会
編
『
球
陽』
読
み
下
し
編
(
角
川
書
店、
一
九
七
四
年)
二
O
一
・
二
O
二ペ
ージ。

(別)
『琉
球
史
料
叢
川』
(井
上
許一民、
一
九六
二年)
五
0ペ
ー
ジ。

(
お
)

抑
制
「
伊
江
家
計
令
持
に
つ
い
て
」
(
『
沖
紺
史
料
編
集
所
紀
要
』

第
一
一

号、
一

九
八
六
年)

に
そ
の
す
べ

て
を
紹
介
し
た。
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(
お
)

向
象
賢
の
展
開
し
た
政
治
路
線
に
つ
い
て
は
川口
井
洋
一

「
向
象
野
路
線
理
解
の
た
め
の
『
党
え
舟
き
』

||
地
頭
抑
制
官

僚
化
政
策
を
中
心
と
し
て
」
(
『
地
域
と
文
化
』

第
五
号、

一

九
八
一

年)、

拙
稿
「
ユ
タ
禁
圧
の

前
提

||
古
琉
球
否
定
策

の
登
場
」
(
『
新
沖
縄
文
学
』

五
七
号、

一

九
八
三
年)

な
ど
に
そ
の
骨
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)

『
沖
縄
県
史
料
』

前
近
代
1
(
沖
縄
県
教
育
委
員
会、

一

九
八
一

年〉
一

0
ペ
ー
ジ
。

(
お
)

同
右
三
二
ペ
ー
ジ
。

(
mm
)

琉
球
処
分
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
金
城
正
篤
『
琉
球
処
分
論』
(
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社、

一

九
七
八
年)、

我
部
政
男
『
明

治
国
家
と
沖
縄
』
(一一
二

書
房、
一

九
七
九
年)

な
ど
を
参
照。

(
初
)

拙
稿
「
伊
江
家
辞
令
書
に
つ
い
て
」

七
五
ペ
ー
ジ
。

(
出
)

『
辞
令
書
等
古
文
持
調
査
報
告
合
』

九
八
・
一

O
二
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)

古
琉
球
か
ら
近
世
琉
球
へ
の
転
換
の
特
質
を
H
辞
令
押
的
編
成
か
ら
系
図
的
編
成
へ
H

の
把
握
の
も
と
に
最
初
に
定
式
化

し
た
の
は
安
良
城
盛
昭
で
あ
っ
た。

同
氏
『
新
・

沖
縄
史
論
』
一

五
ペ
ー
ジ
参
照。

(
お
)

拙
稿
「
多
良
間
島
の
辞
令
書
と
そ
の
背
景

||
琉
球
社
会
に
お
け
る
近
世
的
転
換
の
一

瑞
」
(
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会

『
惟
史
研
究
』

第
=
二
・

三
二
合
併
号、

一

九
八
六
年)

で
詳
細
な
分
析
を
加
え
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

(
加
)

『
辞
令
井
等
古
文
hHH
調
究
報
告
芥
』
一
一

五
ペ
ー
ジ
に
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
お
)

こ
の
件
に
つ
い
て
筆
者
は、
「
『
し
よ
り
の
御
ミ
事
』

と
い
う
言
裂
は、

た
と
え
ば
金
石
文
に
、

尚
消
王
の
『
ミ
御
ミ
事
』

(
足
以
店
社
城
の
碑
文)、

『
首
旦
の
王
:
;
:
の
ミ
御
ミ
事』
(
添
純
御
門
の
南
の
碑
文)、

『
御
石
か
き
つ

ま
せ
て
ミ
御
ミ
事

を
か
ミ
』
(
同
上)、
『
首
単
て
た
か
す
ゑ
あ
ん
し
お
そ
ひ
か
な
し
天
の
ミ
御
ミ
事
』
(
浦
添
城
の
前
の
碑
文〉、
『
首
里
お
き
や

か
も
い
か
な
し
ま
あ
か
と
た
る

し
よ
り
の
御
ミ
事
』
(
玉
陵
の
碑
文)、
『
首
里
の
王
お
き
や
か
も
い
か
な
し
天
の

み

御
ミ

事』
(
真
珠
湊
の
碑
文)、
『
首
旦
天
の
御
ミ
事
を
か
ミ
申
』
(
カ
タ
ノ
ハ
ナ
の
碑
文)

な
ど
の
用
例
が
あ
り、

こ
れ
ら
の
用
例
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か
ら
す
る
と
『
し
よ
り
』

は
国
王
の
同
義
語
で、

『
御
ミ
事
』

は
国
王
と
密
若
し
て
用
い

ら
れ、

国
王
の
言
葉
・

命
令、

す

な
わ
ち
詔
と
い
う
怠
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て、
『
し
よ
り
の
御
ミ
事
』

と
は
国
王
の
詔
の

義
で

あ
る
」

と
解
説
し
た
こ
と
が
あ
る
(
拙
者
『
沖
縄
腔
史
論
序
説
』

五
八
ペ
ー
ジ
)。

な
お、

近
世
琉
球
辞
令

書
が
一

貫
し
て

「
首
世
之
御
詔
」

と
表
記
す
る
点
も
筆
者
の
理
解
を
助
け
て
い
る
。

(
お
)

『
酔
令
書
等
古
文
世口
調
査
報
化H
3』

三
七
ペ
ー
ジ
に
写
只
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)

同
右
四
0
ペ
ー
ジ
に
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
犯
)

『
神
道
大
系
』

神
社
編
五
十
二
・

沖
縄
(
神
道
大
系
編
纂
会、

一

九
八
二
年)

五
九
ペ
ー
ジ
参
照。

(
却
)

同
右
五
九
ペ
ー
ジ
参
照。

な
お、

右
本
で
は
原
名
の
省
略
符
せ
「

ご

を
波
数
字
の
「
一
」

と
読
み
誤
っ
て
い
る
。

(
ω
)

こ
の
辞
令
書
は
現
物
も
写
真
も
現
存
せ
ず、

宮
里
栄
輝
「
琉
球
古
来
の
土
地
反
別
法
」

に
引
用
さ
れ
た
の
み
で
伝
わ
っ
て

い
る
。

(
4
)

『
辞
令
在
等
古
文
書
調
究
報
告
書』

二
七
ペ
ー
ジ
に
写
瓦
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
必
)

宮
古
品
の
『
御
救
出
来
記
』

に、

国
仲
与
人
字
ト
ふ
が
御
物
宰
領
に
て
上
国
し
首
尾
よ
く
奉
公
し
た
の
で、

こ
の
功
に
よ

り
川
口町
後
「
頭
砂
川
大
首
里
大
屋
子
」

に
は
じ
め
て
任
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
(
『
平
良
市
史
』

第
三
巻、

平
良
市、

一

九
八
一

年、

三
六
ペ
ー
ジ
〉。

(
必
)

『
平
良
市
史
』

第
三
巻、

三
七
ペ
ー
ジ
参
照。

(
叫
)

同
右
一

四
四
ペ
ー
ジ
参
照。

(
必
)

こ
の
記
事
を
信
用
す
る
限
り
で
は
発
給
年
は
万
暦
四
十
一

年
(
一

六

二
ニ
〉

な
の
で
過
渡
期
辞
令
書
と
称
す
べ

き
だ
ろ
う。

た
だ
し、

現
存
の
過
渡
期
辞
令
書
に
は
こ
う
し
た
得
分
を
細
か
く
規
程
し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら、
『
河
光

氏
系
凶・
家
諮
正
統
』

の
年
代
誤
記
か、

さ
も
な
く
ぱ
島
津
侵
入
事
件
直
後
の
混
乱
に
よ
り
発
給
あ
る
い
は
受
給
が
巡
れ
た
の
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で
は
ない
か
と
推
定
し
て
お
り、
二
世
兵
践
の
賜っ
た
も
の
は
や
は
り
古
琉
球
辞
令
占
得
分
規
ね
型
で
あっ
た
と
考
え
て
い

る。

辞令3と琉f;�ヱ国

(
必)
『
多・民
間
村
史』
第
二
巻
(
多
此
問
村、
一
九
八
六
年)
六
八ペ
ー
ジ
参
照。

(
灯)
『
那
覇
市
史』
資
料
お
第一
巻
七
(
那
羽
市
企
岡
部
市
史
編
集
室、
一
九
八
二
年)
所
収。

(
必)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
筆
者
は
「
琉
球
王
国
時
代
の
拠
点
中
枢
機
能
の
構
造
||
烏
嶋
型
国
家
の
特
質」
(『
季
刊
地
域
科

学』
第
三
巻
第
三
号、
一
九
八
三
年)
な
ど
で
概
念
的に
述べ
た
こ
と
が
あ
る。

(
刊)
『
金
石
文
||
惟
史
資
料
調
究
報
告代行
V』
(
沖
縄
県
教
育
委
は
会、
一
九
八
五
年)
一
O一
ペ
ー
ジ
参
照。

(
叩
)

加
藤
祐
三
「
沖
縄
以
首
足
城
川
辺
の
陀
地
不
明
石
村
の
店
石
学
的
研
究
」
(
『
琉
球
大
学
理
学
部
紀
要
』

第
三
九
号、

一

九

八
五
年)
参
照。

(
日)
拙
稿
「
王
御
殿
の
石
川附
子
銘
世に
つ
い
て
||
仲
松
H
M
域
説
的
解
釈
の
問
題
点」
(『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要』
第
九
号、

一
九
八
四
年)
参
照。

(
臼)
白
川よ
の
玉
御
殿
の
石
棺
銘
に
つ
い
て
は
『
吊4
要
文
化
財
玉
川間
純
円以
修
理
工
事
報
告
書』
(
主
要
文
化
財
玉
陵
復
原
修
理
委

μ
会、
一
九
七
七
年)
間
四・
五
二
ペ
ー
ジ
を、
伊
品
名
の
王
御
殿
の
石
棺
銘
に
つ
い
て
は
『
金
石
文』
九
四ペ
ー
ジ
を
そ

れ
ぞ
れ
参
照。

(
臼)
『
金
石
文』
一
O
四ペ
ー
ジ
参
照。

(
別)
仙円
以
仙台
忠・
外
山
守
持
制
『
校
本
お
も
ろ
さ
う
し』
(
角
川
行
店、
一
九
六
五
年)
六一
ペ
ー
ジ
に
拠
る。

(
日)
『
令
μ
文』
=
二
i
三
三ペ
ー
ジ
参
照。

(
日)

コ川
μ
史
学』
第一
六
号、
一
九
八
O
年
所
載。

(
貯)
琉
球
H
附
附
凶
論
の
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
お
古
附
時
に
つ
い
て
は
紙
屋
敦
之
「
琉
球
国
司
考
||
近
世
日
中

釦二
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関
係
史
の
一

視
点」
(
北
品
正
元
制
『
近
世
の
支
配
体
制
と
社
会
構
造
』

所
収、

吉
川
弘
文
館、
一

九
八
三
年)

が
詳
細
に
論

じ
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に、
島
津
侵
入
事
件
直
後
に
事
件
お
よ
び
琉
球
支
配
を
正
当
化
す
る
た
め
に
際
限
側
が
準
備
し

た
虚
構
に
す
ぎ
ない。
ま
た、
同
様
の
趣
旨
で
例
に
挙
げ
ら
れ
る
三
宅
国
秀一
件
も、
田
中
健
夫
「
三
宅
国
秀
の
琉
球
遠
征

計
画
を
め
ぐっ
て
ーー
そ
の
史
料
批
判
と
中
世
日
琉
関
係
史
上
に
お
け
る
意
義に
つ
い
て」(
竹
内
理
三
編
『
統
荘
園
制
と
武

家
社
会』
所
収、
吉
川
弘
文
館、
一
九
七
八
年)
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に、
院
厚
側
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
虚
構
で
あっ
た。

(
臼)
『
地
方
史
研
究』
第
三
五
巻
五
号
所
載、
一
九
八
五
年。

(
印)
梨
首
際
哉
「
日
本
禅
宗
の
琉
球
発
展
に
つ
い
て」
(『
駒
沢
史
学』
郊
七
号、
一
九
五
八
年)、
小
品
理
問
「
芥
隠
承
琉
伝」

(『
球
防
論
叢』
所
収、
ひ
る
ぎ
社、
一
九
八
六
年)
な
ど
参
照。

(
ω)
中
本
正
智
「
お
も
ろ
仮
名
泣
の
源
流」
(『
琉
球
の
歴
史
と
文
化』
所
収、
本
邦
書
籍、
一
九
八
五
年)。

(
臼)
『
那
覇
市
史』
資
料
府
第一
巻
三・
読
み
下
し
編
(
那
覇
市
役
所、
一
九
七
七
年)
一
五ペ
ー
ジ。

(
臼)
同
氏
『
新・
沖
縄
史
論』
四
六・
四
七ペ
ー
ジ。

(
臼)
安
此
城
盛
昭
は
「
日
本
史
像
形
成
に
占
め
る
琉
球・
沖
縄
史
の
地
位」
(『
地
方
史
研
究』
第
三
五
巻
五
号、一
九
八
五
年)

の
中
で、
中
世
日
本
で
用い
ら
れ
た
「
公
界
の
活
計」
が
琉
球
方
言
に
お
い
て
今に
「ク
ゲ
l
ノ
ク
ワ
ッ
チ
I」
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
例
な
ど
を
挙
げ
て、
「
中
世
語
が
琉
球
方
言
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は、
宗一
町
矧
に
お
け
る
日
琉
交

流
が
こ
れ
ま
で
の
想
定
以
上
に
頻
繁
だっ
た
と
考
え
ら
れ
る」、
と
述べ
て
い
る。

(
臼)
た
だ
し、
向
象
賢
の
摂
政
期
を
中
心
に
日
本
年
号
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど、
事
態
は
決
し
て一
様
で
は
ない。

が、
こ
の
点
を
念
頭
に
置
く
に
し
て
も
中
国
年
号
使
用
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
ない。

(
臼)
『
f一山一
一民
文
化
財
王
陵
復
原
修
理
工
事
報
告
書』
四
六・
四
七ペ
ー
ジ
審
問。

(
侃)
拙
・制
「
王
御
殿
の
石
厨
子
銘
告に
つ
い
て」
参
附。
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第

辞
令
書
に
見
る
王
国
制
度
(
そ
の
一
)

ヒ
キ
を
め
ぐ
る
諸
相

1 

ヒ
キ
と
そ
の
用
例

第三

辞
令
書
に
及川
場
す
る
文
句
の
中
で
王
府
組
織
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
に
「
ひ
き」

が
あ
る 。

ヒ
キ
は
氏
俗
学
・

人
類
学
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
言
葉
で 、

奄
美
・

沖
縄
・

先
島
三
地
域
に
こ
の
語
が
広

く
分
布
し
て
お
り 、

付
故
・

血
結
集
凶
・

族
縁
・

祭
記
集
団
・

親
族
関
係
と
い
っ
た
親
族
集
団
あ
る
い
は
祭
叩
集
団
の

組
織
原
理
に
か
か
わ
る
概
念
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。

し
か
し 、

筆
者
が
こ
こ
で
扱
う
ヒ
キ
と
は 、

民

俗
学
・

人
類
学
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
ヒ
キ
と
お
そ
ら
く
そ
の
源
流
は
共
有
し
な
が
ら
も 、

と
く
に
王
府
組
織
と
し

て
特
定
さ
れ
た
ヒ
キ
の
こ
と
を
い
う 。

(
1)
 

例
志
戸
相
間
切
の
大
城
の
大
民
子
職
叙
任
辞
令
書
(一
五
五
四
年)

し
よ
り
の
御
ミ
事

回

き
L
き
の
し
と
お
け
ま
ぎ
り
む

大
ぐ

ぢ、 す
や、 く
く、 の
に、 大
と、 や
み、 こ
ヵ:、 ノ、
ひ、
き、
の

一
人
さ
わ
の
お
き
て
に

回

た
ま
わ
り
申
候

し
よ
り
よ
り
さ
わ
の
お
き
て
の
方
へ
ま
い
る

嘉
靖
三
十
三
年
八
月
廿
九
日

ヒキをめぐる諸相

喜
界
島
の
志
戸
桶
間
切
の
大
城
の
大
屋
子
職
に
こ
れ
ま
で
沢
の
提
職
に
あ
っ
た
人
物
を
任
じ
た
も
の
で
あ
る
が 、

文

中
に
「
ぢ
ゃ
く
に
と
み
が
ひ
き」
(
謝
国
富
ヒ
キ)
と
称
す
る
注
目
す
べ
き
文
句
が
登
場
す
る 。

こ
の
文
句
は
沢
の
提
を

修
飾
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が 、

用
法
と
し
て
は 、

元
の
ノ
ロ
の
娘
マ
カ
ト
ウ 、

元
の
大
阿
母
の
姪
オ
ト

マ
ス
モ
イ
の
表
現
で
い
う
元
の
ノ
ロ
の
娘 、

元
の
大
阿
母
の
姪
に
相
当
す
る
修
飾
句
で
あ
る 。

し
か
し 、

右
の
例
の
辞

令
書
で
は
単
に
続
柄
を
指
す
も
の
と
し
て
で
は
な
く、

沢
の
按
の
所
属
を
示
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
る 。

前
掲
の
の
辞
令
書
(
四
五
ペ
ー

ジ)
で
渡
府
船
タ
カ
ラ
丸
の
官
舎
職
に
任
じ
ら
れ
た
シ
ホ
タ
ル
モ
イ
文
子
も
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「
せ
り

や
り
と
ミ

が
ひ
き」
(
勢
泣
富
ヒ
キ)
に
所
属
す
る
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る 。

古
琉
球
辞
令
官官
お
よ
び

過
渡
期
辞
令
書
に
は 、

右
二
件
を
含
め
て
ヒ
キ
名
を
記
す
七
件
の
辞
令
書
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が 、

そ
の
す
べ
て
を
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(
2)
 

一

覧
す
る
目
的
で
表
田
ー
ー
を
作
成
し
て
み
た 。

せ
り
や
り
と
み

じ
ゃ
く
に
と
み

ふ
さ
い

と
み

せ

表
皿
ー
ー

か
ら 、

ま
ず
ヒ
キ
名
と
し
て
勢
泣
富 、

謝
国
宮 、

相
応
富 、

勢

じ

あ
ら
と
み

せ

だ
か
と
み

お
し
あ
け
と
み

治
荒
宮 、

勢
高
宮 、

押
明
宮
の
六
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

安

勢迫宮ヒキの里主部家来赤頭の筑殿職
勢高富ヒキの旦主部家来赤頭の筑殿職

の
二
様
が

発給年 | 受 給 者|
嘉栴2年|勢jJ1宮ヒキのシホタルモイ文子|渡唐船タカラ丸の官舎職

同33年|謝国官ヒキの沢の提 |喜界の志戸楠間切の大城の大屋子職
同41年|南風の庫理の大嶺の大屋子もL、|相応宮ヒキの家来赤頭の船頭職
同42年|南風の障理の大嶺の大屋子もい|勢治荒富ヒキの里主部家来赤頭の船頭

職
謝国富ヒキの里主部家来赤頭の船頭職

辞令古に見る壬開制度(その一)

次
に

、

内

シ
ホ
タ
ル
モ
イ
文
子
や
沢
の
徒
に
見
る
よ
う
に
ヒ
キ
名
が
彼
ら
の
所
属
を
表

げ

ら
え
あ
く
か
ベ

わ
す
場
合
と 、

相
応
富
ヒ
キ
の
家
来
亦
頭
の
船
頭
職
な
ど
の
例
に
見
る
よ
う

与

辞令書に見るヒキの用例

v」、ー

給

ヒ
キ
が
船
頭
職
・

筑
殿
職
と
し
っ
た
職
制
に
か
か
る
場
合 、

に
し

く

り

あ
る

。

さ
ら
に
は 、

北
の
昨
型
に
属
す
る
押
明
富
(
ヒ
キ
名
の
一
つ
)

の
船
頭

き
と
ぬ
し
ベ

大
屋
子
も
い
が
謝
国
富
ヒ
キ
の
旦
主
部
家
来
赤
頭
の
船
頭
職
に
任
じ
ら
れ
た

万暦34年|北の庫理の押明富の船頭大屋子
もし、

崇禎7年|儀間子
順治17年|儀間子

ケ
ー

ス
に
う
か ，
か
え
る
よ
う
に

、

あ
る
ヒ
キ
か
ら
別
の
ヒ
キ
へ

転
任
も
お
こ

一一
一第

な
わ
れ
て
い
た 。

注
目
さ
れ
る
の
は
沢
の
提
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に 、

ヒ
キ

表田-1

が
首
里
や
那
覇
と
い
っ
た
拠
点
中
枢
機
能
を
も
っ
地
区
に
存
在
す
る
だ
け
で

な
く

奄
美
地
域
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う 。

さ
て 、

ヒ
キ
と
は 、

一

体
い
か
な
る
組
織
な
の
で
あ
ろ
う
か 。

表
E
ー
ー

の
七
件
の
辞
令
書
の
う
ち
喜
界
島
の
分
を
除
く

六
件
は
田
名
家
文
書
で
あ
る

か
ら 、

ま
ず
は
『
麻
姓
家
譜』

を
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が 、

し
か
し 、

同
家
譜
は
任
職
の
記
事
を
掲
げ
る
の
み
で
ヒ
キ
に
関
す
る
手
が
か
り
を
記
し

て
い
な
い
。

そ
こ
で、

「
琉
球
国
由
来
記
』

巻
二
の
「
勢
頭
役
」

の
羽
の
説
明
を
手
が
か
り
に
ヒ
キ
の
内
怖
を
さ

ぐ
っ

て
み
た
い

。

辞
令
書
に
登
場
す
る
「
せ
ん
ど
う
」

H
船
頭
が
つ
づ
ま
っ
て
せ
ど
に
な
り 、

や
が
て
勢
頭
の
字
を
あ
て
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と 、

し
た
が
っ
て
船
頭
と
勢
頭
は
も
と
も
と
同
一

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と

ヒキをめぐる諸相

こ
ろ
で
あ
る

。

表
に
見
る
よ
う
に
ヒ
キ
は
船
頭
リ

勢一
期
職
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら 、

ヒ
キ
を
知
る
た

め
に
は
船
頭
H

勢
現
職
を
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

。
『
琉
球
国
由
来
記
』

巻
二
(
一

七
一
三
年
編
集)

に

よ
る
と 、
「
勢
頭
役
」

は
現
在
は
九
貝 、

属
官
と
し
て
筑
登
之
H

筑
殿
九
員
を
も
つ
が 、

昔
日
は
役
中
の
位
で
あ
っ
た

。

康
照
六
年
(
一
六
六
七)

正
月
七
日
に
別
役
に
叙
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が 、

し
か
し 、

役
を
辞
す
と
い
え
ど
も
勢
頭

位
を
有
す
る
例
と
し
た

。
『
由
来
記
』

は
ま
た 、

こ
の
職
が
い
つ
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
な
の
か
は
不
明
と
し

な

ヒ
キ

(
3)

(
4)

が
ら
も 、
「
此
の
職 、

古
は
十
二
引
有
り 。

中
頃
よ
り
三
引
除
か
れ
て
九
引
と
な
る
」

と
述
べ

、

表
皿
|
2
に

整
理
し

た
よ
う
な
ヒ
キ
名
・

人
民
内
訳
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る 。

「
由
来
記
』

の
記
述
か
ら
い
え
る
こ
と
は 、

古
琉
球
に
お
い
て
役
中
の
位
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
の

船
頭
H

勢
頭
職
が 、

し
よ
う
し
よ
う
け
ん

王
府
機
構
の
再
編
・

役
位
序
列
化
を
推
進
し
た
向

象

賢
摂
政
期
の
成
限
六
年
(
過
渡
期
辞
令
書
と
近
世
琉
球
辞
令
書
と
を

区
切
る
年
代
で
あ
る
点
に
注
意)

に
別
役
に
叙
せ
ら
れ
格
下
げ
と
な
っ

た
こ
と 、

船
頭
u

勢
頭
職
の
低
下
と
ヒ
キ
の
縮
小
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し
た
が
っ
て 、
「
由
来
記
』

よ
り

作
成
し
た
表
皿
l
2
は
古
琉

球
に
比
べ
て
形
骸
化
の
進
ん
だ
近
世
琉
球
段
階
の
船
頭
H

勢
頭
職
を
伝
え
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と 、

で
あ
る 。

以
上
の
点

-

削
減
は
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と 、

を
念
頭
に
お
き
つ
つ
検
討
を
進
め
て
み
よ
う 。


